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日本財団の助成を受けて
実施致しました。
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はじ めに

　公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会（以下、当協会）は、公益財団法人

ダスキン愛の輪基金、独立行政法人国際協力機構からの委託を受け、障害当事者を日本へ

招聘し、母国・地域における障害者リーダーとして育成する研修事業をこの20年以上にわたり

実施して参りました。この間の研修修了生の数は既に200名をゆうに超え、なかには国の

障害者政策に大きな影響を及ぼすまでに成長した研修生も輩出しています。

　そこで当協会では、本研修事業の成果を広く日本社会に向けて発信し、且つ障害者課題

解決に向けた新しいアイデアの共有を行うべく、2019年2月2～3日の間、「アジア太平洋

障害者連携フォーラム 2019」を、日本財団との共催により開催致しました。本冊子はフォー

ラムの内容をとりまとめた報告書として皆様にお届けする次第です。

　2 日間に及ぶ活発な議論の中で、アジア太平洋地域の障害者運動の現状や団体の組織

力強化に関する情報共有並びに社会的責任投資、社会起業の可能性の提示が行われまし

た。特に障害者共通の課題の中でも、とりわけ切実な雇用や所得獲得面において、既存

の障害者領域の問題提起を超えた議論が交わされたとものと自負致しております。折しも日

本では、SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）、CSR（企

業の社会的責任：Corporate Social Responsibility）、PRI（社会的責任投資原則：

Principle of Responsible Investment）といった言葉に対する一般社会の理解が進みつ

つあり、民間資金を活用し、投資的視点を組み込んだ社会課題解決への取り組みが始まっ

ています。この流れは日本とアジア太平洋地域との相互交流を一層推し進めようとする日本

の取り組みとも相まって、アジア太平洋地域の障害者に波及するものと期待されます。

　本冊子を手にされた方々、とりわけアジア太平洋地域の障害当事者の皆様には、ぜひ

本冊子内容を参考にして頂き、ご自分や所属の障害者団体の活動促進、日本社会との連携・

交流の拡大に向けて、お役立て頂ければ大変幸いです。

　最後に本フォーラムにご支援を頂きました、日本財団、ダスキン愛の輪基金並びに関係者

の皆様に厚く御礼申し上げます。

2019年6月

公益財団法人　日本障害者リハビリテーション協会



開 催 概 要

日時：       2019年2月2日（土）～3日（日）
会場：       品川フロントビルB1階
　　　     （〒108-0075  東京都港区港南 2-3-13）
主催：     （公財）日本障害者リハビリテーション協会
共催：       日本財団
使用言語：日本語、英語、日本手話、American Sign Language (ASL)

品川フロントビル



本フォーラムのセッション1－5で投影されたプレゼンテーションデータは以下のＵＲＬよりダウンロード可能です。

http://www.normanet.ne.jp/~forum2019/index.html

目　次

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業とは
　国連・アジア太平洋経済社会委員会が決議した「アジア太平洋障害者の十年」の中間点にあたる
1999年、公益財団法人ダスキン愛の輪基金ではその要請に応えて、アジア・太平洋地域の障がいのあ
る若者を日本に招へいし、約10ヶ月間、日本の障がい者福祉や日本の文化を学んでいただき、帰国後
は母国の障がい者リーダーとして活躍していただこうと人材育成事業を開始しました。
　2017年までに、27の国や地域から132名の研修生がこのプログラムで研修し、母国で障がい者
リーダーとして活躍しています。

P.1      プログラム

P.3      基調講演 
          「バリアバリュー～障害を価値に変える」

P.5      セッション 1 
          「社会包摂に向けたアジア太平洋地域の障害者運動の軌跡」

P.15    セッション 2
          「障害者団体の組織能力強化に向けた取り組みとその成果」

P.25    セッション 3 
          「国境を越えた障害者のネットワーク構築が生み出す価値」

P.31    セッション 4 
          「障害者自ら仕事をつくる起業というオプション」

P.41    セッション 5 
          「社会課題解決に向けた投資資金提供の流れをいかにつくるか」

P.57    交流会



10:00～10:25 来賓挨拶１ 石井 靖乃［日本財団　特定事業部 部長］ 

  来賓挨拶２ 宮原 和之［ダスキン愛の輪基金　専務理事］ 

  主催者挨拶 松井 亮輔［日本障害者リハビリテーション協会　副会長］

10:30～11:30 基調講演   「バリアバリュー～障害を価値に変える」

    垣内 俊哉［株式会社ミライロ　代表取締役社長］ 

11:30～13:00 昼食休憩 

13:00～14:20 セッション１  「社会包摂に向けたアジア太平洋地域の障害者運動の軌跡」

  <モデレーター>

  小林 昌之  [日本貿易振興機構 アジア経済研究所 新領域研究センター主任調査研究員］

  < ゲストスピーカー>

  ネイ・リン・ソウ［ミャンマー自立生活センターイニシアチブ事務局長：ミャンマー・肢体障害］

  エヴァ・ナンギオ［フィジーろう協会業務マネージャー：フィジー・聴覚障害］ 

  オンダラフバヤール・チョロンダワ［ユニバーサルプログレス自立生活センター代表：モンゴル・肢体障害］

14:40～16:00 セッション２  「障害者団体の組織能力強化に向けた取り組みとその成果」

  < モデレーター>

  五井渕 利明［CＲファクトリー理事］ 

  <ゲストスピーカー>

  サミス・メイ［プノンペン自立生活センター事務局長：カンボジア・肢体障害］

  チュン チェ・リン／林 君潔［タイペイ市新活力自立生活協会事務局長：台湾・肢体障害］

  原 康子［ムラのミライ研修事業チーフ・認定メタファシリテーショントレーナー］ 

16:00～16:05 挨拶

  森 壮也［日本貿易振興機構 アジア経済研究所 新領域研究センター 主任調査研究員］ 　

16:05～16:20 交流会準備 

16:20～17:50 交流会

＊敬称略

プログラム（1） 2019 年２月２日（土）
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10:00〜10:10	 開会挨拶＆連絡事項

10:10〜11:30	 セッション３		「国境を越えた障害者のネットワーク構築が生み出す価値」

	 	 <モデレーター>

	 	 黒田 かをり［CSOネットワーク	事務局長／理事］
	 	 <ゲストスピーカー／コメンテーター*>

	 	 シャフィック・ウル・ラフマン［マイルストーン障害者協会代表：パキスタン・肢体障害］
	 	 廉田 俊二［メインストリーム協会	代表：肢体障害］	
	 	 長田 こずえ*［名古屋学院大学	国際文化学部教授／元ユネスコパキスタン所長］

11:30〜13:00	 昼食休憩

13:00〜14:20	 セッション４		「障害者自ら仕事をつくる起業というオプション」

	 	 <モデレーター>

	 	 原田 紀久子［（特非）アントレプレナーシップ開発センター	理事長］	
	 	 <ゲストスピーカー>

	 	 ナムチョック・ペットセン	[フォーオールエイブル代表：タイ・肢体障害］
	 	 尾中 幸恵［コーヒーハウスCODA	店主：聴覚障害］
	 	 初瀬 勇輔［（株）ユニバーサルスタイル／（株）スタイル・エッジMEDICAL	代表取締役：視覚障害］

14:40〜16:00	 セッション５		「社会課題解決に向けた投資資金提供の流れをいかにつくるか」

	 	 <モデレーター>

	 	 伊藤 健［慶応義塾大学大学院	政策・メディア研究科	特任講師］	
	 	 <ゲストスピーカー>

	 	 鈴木 真里［公益信託アジアコミュニティトラスト	チーフプログラムオフィサー］
	 	 功能 聡子［ARUN合同会社	代表］
	 	 松原 稔［（株）りそな銀行アセットマネジメント部	責任投資グループ	グループリーダー］

16:00〜16:05	 挨拶

  平野 みどり［DPI日本会議議長（ダスキン障害者リーダー海外研修派遣事業	第10期生）］

16:05〜16:20	 交流会準備			

16:20〜17:50	 交流会

＊敬称略

プログラム（2） 2019 年２月３日（日）
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基調講演

基 調 講 演

「自分は不幸」から「新たな道」へ

　株式会社ミライロの垣内です。「バリアバリュー」という言葉
を紐解きながら、障害とは何かということについて、私の人生を
たどってお伝えします。障害者という言葉を聞くとき、それはハ
ンディであり、マイナスであり、かわいそうな人たち、不幸な人
たちであると、そのように受け止められています。骨が折れやす
く、歩けない私はかつて誰よりも強く思っていました。「自分は
不幸だ」と。
　幼少期から今日まで骨折は20回以上、手術も10数回。人生の
5分の1は病室で過ごしました。高校生の時、私は学校を辞め、
手術、リハビリテーションに励みました。ここまでやってだめな
ら仕方がない、そう思えるまで、全力でリハビリを続けました。
結果、やはり歩くことは叶いませんでした。それでも最後のリハ
ビリを終えたとき、私の心はどこか晴れ晴れとしていたことを覚
えています。全力でやった先にだめだった。だからこそ、新たな
道を歩もうと思えたのだと思います。

障害があるからこそ出来ることも有るのだ

　それから、歩けなくても出来ること。車いすでもできることを
探し始めました。大学に入ってからが、私にとって大きな転機と
なりました。私は学費、生活費をまかなうためにアルバイトをす
る必要がありましたが、車いすに乗ってできる仕事は限られてい
ました。それでもウェブページの制作をする会社が私を拾ってく
れましたが、出社初日、私が任せられたのは営業の仕事でした。

「この資料を持ってお客様の所を回ってこい」と。他の営業担当
は1日50件程度回りますが、車いすの私は回れてせいぜい10件
程度でした。それでもあきらめずに続けていると、気づけば、そ
の会社で一番の売上げ、結果を残していました。理由はたった1
つです。多くの人に憶えてもらえたからです。「また車いすの営
業が来ているぞ」と。この時、当時の上司、社長に「障害がある
ことはおまえにとって強みだ、誇りを持て」と言われたことが今
でも私を支えています。この日の夜、涙が止まりませんでした。

「歩けなくても出来ること」だけではない、「歩けないから、障害
があるから出来ること」もあるのだと、新たな光、道を与えても
らいました。

「社会包摂に向けたアジア太平洋地域の障害者運動の軌跡」

プロフィール

垣内 俊哉／Toshiya Kakiuchi
株式会社ミライロ　代表取締役社長

1989年愛知県生まれ。骨形成不全症のため、生まれつき骨が脆く折れやすく、幼少期から車いす
で生活を送る。立命館大学経営学部で起業について学ぶ。学生時代から、障害者の視点で大学構
内のバリアフリーマップを制作するなど、自身の経験に基づくビジネスプランを多数考案。国内
で13の賞を獲得。在学中の2010年、障害を価値に変える「バリアバリュー」を理念に掲げ、株式
会社ミライ口を設立。現在は「誰もが使いやすいユニバーサルデザイン」を提案するコンサルタン
トとして活躍中。当事者視点による的確かつ経済効果の高いユニバーサルデザイン化の実践が支
持を受け、コメンテーターやアドバイザーとしても出演・登壇を行う。2015年、日本財団パラリ
ンピックサポートセンター顧問に就任。2016年、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組
織委員会アドバイザーに就任。Japan Venture Awards 2018 経済産業大臣賞を受賞。 
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基調講演

アジア太平洋障害者連携フォーラム2019 
社会を変える障害者のネットワークと日本の役割

株式会社ミライロを立ち上げ

　自身が気づけたことを日本中へ、そして世界中へ広げていこ
うと、１年の準備期間を経て、21歳のときに、株式会社ミライロ
という会社を立ち上げました。１年、２年と経ち、５年目も売上
げは大して上がらず、ずっと赤字でした。それでも少しずつ、仕
事が、多くの機会を与えられ、気づけば今、日本では東京、大
阪、福岡と拠点を３つ構え、50名の仲間と日々事業を行ってい
ます。
　最初に取り組んだのは、バリアフリーの地図、アクセシビリ
ティの地図を作ることでした。日本国内で障害のある大学生は、
3万１千人、全体の0.98％です。私が進学したころは4千9百人
でした。より多くの障害者が進学できるように、教育機関のバリ
アフリー地図を作る。建物の調査もすることで、コンサルティン
グの仕事にもつながりました。日本は狭い国で、バリアフリー、
アクセシビリティには限界がありながらも、「ハードは変えられ
なくてもハートは変えられる」ということで、障害者や高齢者、
多様な方への向き合い方、接し方をトレーニングするユニバーサ
ルマナー研修事業を始めました。まだ民間資格ながらそのプログ
ラムには当社が手がけたユニバーサルマナー検定の資格取得も組
み込んでおり、およそ６万人、企業数にして600社がレクチャー
を受けました。様々な場所で指導するのは、障害当事者で、彼ら
の新たな仕事創出につながりました。その他にも障害のある方々
の声をものづくりや、サービス開発に反映するため、ミライロ・
リサーチというサービスも展開しています。5千人の障害のある
方にご登録いただき、実際に製品を使ってもらってアンケートに
お答え頂くことで、報酬、対価をお支払いするという、障害のあ
る方の感性を活かす仕事を提供できています。また車いすユー
ザーが入りやすい店、視覚・聴覚障害のある方々が利用しやすい
店、ホテルや旅館、そういう情報を世界各国で集めて発信するア
プリを日本財団と開発しました。今、日本語、英語、スペイン語
に対応しています。

障害とビジネスのウイン･ウイン

　社会のバリアは大きく分けると３つです。環境のバリア、意識
のバリア、情報のバリアです。車いすでも行きやすいように、目
が見えない人でも入りやすく、耳が聴こえない人でもコミュニ
ケーションがとりやすいように、そうした店舗や施設、そうした
方々が働きやすい環境を作ることがこれからは必要です。それは
大きな社会貢献であり、同時に大きなビジネスチャンス、経済活

動につながります。最初、大きなプロジェクトとして私達の会社
が関わったのが、大阪にあるユニバーサル・スタジオ・ジャパンで
す。ここは、年間で８万人の障害者が訪れていました。この方々
をよくよく調べてみると、ほとんどの人が３～４人のグループで
来ていました。つまり障害者（と彼らを取り巻く人たち）を合わ
せた入場者が32万人（1グループ4人で換算）いることを意味し
ます。この32万人に来てもらうため、アトラクションのバリアフ
リー化や、従業員、アルバイトに至るまでユニバーサルマナー教
育を徹底しました。結果、8万人来ていた障害者は、12万人に増
えました。（全体では）32万人の入場者が48万人にまで増えたわ
けです。投資した分の元が取れたとなって初めて、企業の継続性
が実現します。お互いのメリットを見出し、それを伝えることで飲
食店のバリアフリー化や働きやすいオフィスの環境づくりも進ん
で行きます。この日本の事例は必ずや世界でも広げていけます。

自分と向き合い、受け入れる

　そもそも人はみな、違って弱いものです。歩ける人もいれば、
目が見える人もいれば、耳が聞こえる人もいる。それなのに、な
ぜ自分だけ、なぜ自分だけと私は悩み続けていました。やはり弱
い自分を受け入れられなかったからです。でも、「みな違って、
みな弱い」という前提を置くのであれば、それは無意味な質問、
時間の無駄であると病室で気づきました。その気付きを確信に変
えてくれたのは、（現）パナソニックという会社を創業された松下
幸之助さんの本でした。成功した理由はこの３つだと。学歴がな
かった、体が弱かった、貧乏だった。だから成功したのだと言っ
ている。すべてはネガティブなことですが、どういうことか。
１．学歴がなかったから人の話をよく聞けた。２．体が弱かったか
ら人に仕事を任せられた。３．貧乏であったからわずかな給料に
感謝できた。見方を変えればすべては価値につながっていく。そ
うしたことに改めて気づきました。最後に今日まで大切にしてき
たことをお伝えします。仮に人生の長さを変えることが出来な
かったとしても、人生の幅は、いくらでも変えることができる。
動くこと、学ぶこと、誰かと出会うことで、人生の幅はいくらで
も広げられる。長さではなく、幅にこだわる。そんな時間をこれ
からみなさんには歩んでいただけたらと思います。みなさんと一
緒に私も太く太く、これからを歩んでいけたらと思います。ご清聴
ありがとうございました。
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セッション 1

セッション 1

プロフィール

ネイ・リン・ソウ／Nay Lin Soe（ミャンマー／肢体障害）
ミャンマー自立生活イニシアティブ（MILI）事務局長 

自らが車椅子利用者であり、16年以上にわたり障害者の権利平等とインクルージョンを目指した
活動をミャンマーのみならず16か国で展開。この間、ミャンマー社会福祉・救済再復興省 ICT研修
センター委員、MILIプログラム・ディレクター、ミャンマー障害者ネットワーク（MNDP）委員長
等の要職を務めた他、ミャンマー障害者連合（MFPD）選挙委員会委員長、ASEAN障害フォーラ
ム組織委員会書記等をボランティアで務める。2011年ロール・モデル・アワード（社会福祉省より）、
2016年チャールズ・T・マナット・デモクラシー・アワード（米国系財団よりり）、2016年障害者の権利
擁護推進賞（ミャンマー障害者ネットワークより）、2017年王立KANAUNG協会優秀賞等を受賞。

小林 昌之 ／Masayuki Kobayashi（日本）
（独）日本貿易振興機構 アジア経済研究所 新領域研究センター主任調査研究員

専門は中国法、障害法。中国を中心にアジアの障害法制を研究するとともに、現地のろう者や手話
事情についても考察。中国社会科学院法学研究所客員研究員（1993年－1995年）、ワシントン大学
ロースクール・アジア法センター客員研究員（2003年－2005年）。最近の著書に、『アジア諸国の女
性障害者と複合差別－人権確立の観点から』（編著、アジア経済研究所、2017年）、『アジアの障害者教
育法制－インクルーシブ教育実現の課題』（編著、アジア経済研究所、2015年）、『アジアの障害者
雇用法制－差別禁止と雇用促進』（編著、アジア経済研究所、2012年）などがある。

「社会包摂に向けたアジア太平洋地

モデレーター

ゲストスピーカー

エヴァ・ナンギオ／Eve Nanqio （フィジー／聴覚障害）
フィジーろう協会業務マネージャー 

聴覚障害（ろう）のあるトランスジェンダー当事者として、現在は障害分野における多数の青年委
員会の委員を務める。権利擁護活動、障害者問題、その他多くの問題に取り組み、力強く発言。
ユース・ワーク（青少年支援活動）、女性問題、LGBTIQAプラスのエンパワメントにおいて重要な役
割を果たしてきた。願わくは人々の意識に変化をもたらし、コミュニティ内で主流から取り残され
不利な立場にいる人々に対する理解をさらに深め、インクルーシブネスを新しい段階に引き上げた
い。人々の考え方と態度が変化すれば、年齢、学歴、宗教、人種、信条、皮膚の色、性別、障害に関
わらず、すべての人に平等参加と質の高い生活を確保できると確信している。

ゲストスピーカー

オンダラフバヤール・チョロンダワ／ Undrakhbayar Chuluundavaa（モンゴル／肢体障害）
ユニバーサルプログレス自立生活センター代表

大学1年生の時、医療ミスにより脊髄損傷になる。大学卒業後にダスキンのアジア太平洋障害者
リーダー育成事業に応募して合格。2007年から2008年の間、ダスキン9期生として日本で障害
者問題について学ぶ。帰国後、自立生活の概念・考え方が浸透していない社会に対して「障害とは
何か」「バリアフリーとは何か」を伝える運動を始め、日本で行われているような自立生活センター
をモデルとする活動を目指した。そして同期の仲間たちや研修先となった日本の障害者団体（メイン
ストリーム協会：兵庫県西宮市）が持つ国際ネットワークの力を借りて、ついに2010年にモンゴル
で初となる自立生活センター開設を実現。その成果は2016年のモンゴル『障害者権利法』制定にも
大いに寄与するなど、モンゴルでの障害者運動の重要な地位を担う。1980年生まれ。

ゲストスピーカー
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アジア太平洋障害者連携フォーラム2019 
社会を変える障害者のネットワークと日本の役割

小林／ アジア経済研究所の小林です。本日、最初のセッションと
して、アジア太平洋地域で障害者が置かれている状況、法律や制
度、それらを改善し、インクルーシブ社会の実現に向けた障害者
運動についての概要を把握するために、ミャンマー、フィジー、
モンゴルより計３人のゲストスピーカーをお招きしています。

　このセッションの進め方ですが、まず私から導入として、アジ
ア太平洋地域における人権実現のポイントとして押さえて頂きた
い背景について、お話します。私自身は障害当事者でもある同
僚と一緒に、開発途上国における障害者の課題を研究する「障害
と開発」研究を行っています。セッションにおける社会包摂、
ソーシャルインクルージョンと障害者権利条約の根底にある、

「Nothing about us, without us.（私たち抜きに私たちのことを
決めないで）」の精神は、「障害と開発」研究を行う上でも重要な
スタンスです。（スライド1-2）

スライド 1

スライド 2

　ご存じの通り、障害者権利条約は他の人権諸条約と比べて、
その制定過程において、障害当事者が介在できたことが特徴の1
つと言われています。一般的義務を定める第4条では、法令や政
策策定の意思決定過程で、当事者が積極的に関与すべきことが謳
（うた）われています。現代社会において障害者がどのように位
置づけられるか、ということにも連動しています。従来、人権や
開発の分野では、障害者問題は周辺の問題とされてきましたが、
権利条約では障害者を保護の客体ではなく、権利の主体として可
視化しました。条約は障害者があらゆる人権・権利の平等に向け
て、行政措置などを取り、障害者の教育の権利や労働の権利を認
めることを求めています。障害当事者については、これらの権利
が各国において実現することが何よりも重要となっています。ア
ジア太平洋地域ではどうなっているのか、このセッションで確認
できたらと思います。障害当事者団体の積極的な働きかけもあっ
て、障害者権利条約の批准と、なんらかの国内法の制定は、アジ
ア太平洋地域のほぼすべての国が行っています。（スライド3）

域の障害者運動の軌跡」
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スライド 3

　教育については一般教育制度から排除されないこと、インク
ルーシブな教育を基本とすることを条約は謳っています。多くの
国で、障害者の就学は義務教育にあっても、実際に多くの課題に
直面しています。そもそも学校に入れるかどうか、から始まり、
入学しても卒業にたどり着けるのか、上の学校に進級できるのか
などの課題があります。現在はほとんどの国で括弧（かっこ）つ
きではありますが、なんらかの形でインクルーシブ教育を取り入
れています。しかし、その多くは条約が謳う必要な支援をうけて
地域の学校に通うものとなっていない状況です。一方で障害者教
育に力を入れているところもありますが、インクルーシブ教育に
向かわないまま、分離教育、特別支援教育に重点が置かれている
ことが散見されています。（スライド4）

スライド 4

　労働・雇用については、事業主に対しては差別禁止、合理的配
慮の提供を求めて、また割当雇用制度を含んだ積極的差別是正措
置、また公的部門における雇用や、障害当事者による自営など
の促進があります。障害者の就業率が非障害者と比較して低いの
は万国共通ですが、アジア太平洋地域ではそれが顕著で、最大の
問題となっています。この地域では日本などをモデルに、割当雇
用制度を採用している国が少なからずあり、罰則規定も日本より
も厳しいところがあります。しかし、それでも雇用が少ない状況
があります。その中で障害者運動によって、障害者雇用の道が開
かれているところもあります。ただし、気をつける必要があるの
は、それらの制度は未だに恩恵的であることです。障害者個人、
障害者当事者団体による創意工夫によって、自営や起業を行う
ケースもあります。（スライド5）

スライド 5

　このセッションの議論です。「社会包摂に向けたアジア太平洋
地域の障害者運動の軌跡」がテーマです。障害当事者に対する
グットプラクティスについて、ゲストスピーカーから知識や経験
のシェアをいただければと考えます。（スライド6）

スライド 6
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ソウ／ ミャンマーから来たネイ・リン・ソウです。私は、ダス
キン・リーダーシップ研修の第７期生として日本で1年間勉強し
ました。私はミャンマーで車いす利用者でありながら、運転免
許証をとった最初の1人です。日本で学んだことを活かすべく、
国に帰って仲間を集めてMILI（ミャンマー自立生活イニシアティ
ブ）という団体を作りました。最初は事務所、スタッフ、お金も
なく始めて、みんなで一緒にがんばって、だんだん少しずつ大き
くなりました。今はたくさんのスタッフと、国内に28のブラン
チができました。

　まず私の国ミャンマーについて説明します。2014年に国勢調
査があり、人口の4.6％（230万人）の障害者がいます。（障害者
の中で）大卒はわずか２％にすぎません。53％の障害者は学校
教育を受けておらず、85％の精神障害者は無職で定期収入があ
りません。ミャンマーの経済の基盤は農業ですが、障害者世帯
の62.5％は耕地を持っていません。車いす、介助機器もなく、
もちろん国内での生産も行われていません。230万の障害者人口
に対してリハビリテーションセンターも（国内で）4つのみです。
（スライド1-3）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

　次に政府の対応ですが、私の組織も含めた障害者団体の運動の
成果もあり、ミャンマー政府は2011年障害者権利条約を批准。
国会では障害者法を2015年に制定。そして2018年早々には、
障害者権利に関する国家委員会を設立し、副大統領が委員長に就
任しました。私の団体は特に選挙実施母体であるミャンマー選挙
管理委員会（UEC）との連携を深めていて、地方選挙の規定や方
針の改正、障害者のアクセス推進に寄与することができました。
また教育省は2014年に国家教育法を改正し、インクルーシブ教
育という視点をメインストリーム化しました。社会福祉・救済再
復興省は障害者の開発のための国家戦略計画（2016-2025）を
採択しました。これらは障害者の権利擁護運動の成果と言えるで
しょう。（スライド4）

スライド 4

　法整備は促進されましたが、現場での実施段階に至るには、ま
だ予算的にギャップがあります。例えば私が冒頭に述べました通
り、多くの子どもたちは学校に通えていません。彼らが学校や大
学に通えるようになるまでには、5つのバリアがあります。1番
目は学校や大学の建築デザインやロケーションの問題です。2番
目は障害を持った生徒に向き合う教師の姿勢や教育者としての能
力。3番目は教育方法の確立や支援。4番目は公共交通機関。最
後は障害を持った生徒に対する地域社会の対応です。私の同僚の
経験からすると、99％の大学、短大は障害者にとってアクセシ
ブルではないとのこと。しかし、新しい民主政府はより多くの障
害を持った子どもたちを受け入れるようコミットしています。ま
た学校へのアクセスは、やはり都市部と地方部でギャップが依然
としてあります。政府がインクルーシブ教育を推進している反
面、政策立案者や他の障害者団体には、インクルーシブ教育・学
校よりも特別支援学校のための資金を使いたいという動きもあ
り、それがもう１つの課題になっています。（スライド5-6）

スライド 5
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スライド 6

　ミャンマーでは障害者の雇用率に関する割り当て制度が存在す
るものの、実は障害者雇用についての関係者である政府、雇用
主、企業そして障害者自身が交渉する場がなく、共通の合意も存
在しません。私の団体や他の障害者団体は独自に企業にアプロー
チして、より多くの障害者を雇うよう訴えています。最近では
ミャンマー・アペックス銀行、KBZ銀行、ブルーオーシャンオ
ペレーティング＆マネジメントカンパニーや他のいくつかの会社
がより多くの障害者を雇用してくれるようになりました。これら
の企業は今後、障害者が職場によりアクセスしやすい環境を整え
るべく、オフィスの改装に取り組んでくれると思います。障害者
雇用に関して達成できたことは多々ありますが、法律による強制
的手段もまだ必要だと考えられます。特に公共交通や公共施設へ
のアクセスは首都のヤンゴンだけでなく、地方の多くの都市で課
題を残しています。私の団体では現状打開のため、地方政府と緊
密に連携して、すべての人が利用可能なユニバーサルデザイン都
市をテーマにした全国セミナーを催しました。私たちは中央政府
のみならず、特にヤンゴンの新しい都市開発計画への提案に前向
きな姿勢を示してくれている、ヤンゴン地域政府の首相に対して
積極的な提案を行っています。このような機会は私たちにとって
大変喜ばしいもので、政府との協働は大変うまく行っています。
（スライド7-8）

スライド 7

スライド 8

　私の組織の強みは、やはり権利擁護の活動であり、①開発、②
ソーシャルビジネス、③政治といった3つの領域を柱に展開して
います。これらの柱はすべて開発、ビジネス、そして政治分野の
行動計画において障害者の権利擁護とインクルージョンを目指
して追求されます。私の団体は障害者の政治参加において、はじ
めてその政治的プロセスへの介入を行ったミャンマー初の団体で
す。私たちは障害者による政治集会、市民教育トレーニング、教
育委員会へのトレーニング、平和構築トレーニングなどに定期的
に取り組んで来ました。障害者問題はある意味、政治問題と言え
ます。もし政治家、政治リーダーが何かの約束をしたり、法律へ
の署名を行えば、私たちは全国レベルでの成果と進展を確保でき
ることになります。そのため、政治における利害関係者にアプ
ローチして協働することはもちろん、議会や大臣、選挙管理委員
会への継続的なアプローチも必要です。今やミャンマーには障害
を持つ国会議員も数名誕生しています。選挙管理委員会は選挙規
程を改正し、アクセシブルな投票所を設けました。私たちは視覚
障害者が独力で投票できる投票用紙を開発し、いくつかの都市の
投票所で利用できるようにしました。この開発は地方選挙での障
害者のアクセシビリティの確保に向けた端緒となっています。ス
ライドの9，10はこれらの活動の事例を紹介しています。今では
選挙管理団体が選挙に関するトレーニングを行う際、私たちの団
体は選挙管理に関わる職員や投票所の現場の係官に対するトレー
ニングを行う中心的チームとして招かれます。（スライド9-11）

スライド 9

スライド 10

スライド 11
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　その他、ミャンマーの行政の課題、問題点として、障害に関す
る全国的な統計データがないことがあります。そのために効率的
な計画やデータに基づいた権利擁護活動を行うことが難しい状況
にあります。さらに言えば、そもそも障害者団体の数が少ない上
に、その方向性も福祉に注力する団体、医療的処方に注力する団
体などまちまちです。私たちは特に権利擁護をベースとした活動
に取り組む団体を必要としていますし、その能力も2倍にして戦
略的な計画を立てて行く必要があります。また中央政府からの障
害者団体に対する予算的サポートも十分ではありません。現在、
国家委員会で障害者コミュニティに対する政府資金の拠出が検討
されています。（スライド12）

スライド 12

　私たちが活動する上で、関連する障害者団体との協働が重要な
ことは言うまでもありません。障害者に対するインクルーシブな
アプローチやサポートに関心を払うことは、すべての人、すべて
の団体にとって義務と言えるでしょう。それは必要だからであっ
て、そうするのが良いからということであってはなりません。障
害者のインクルージョンを実現することは難しいと考えることが
多いですが、実は簡単なことなのです。すべての人々からコミッ
トメントが得られれば良いのです。それで私の団体ではラジオ放
送や大学生への奨学金制度、日常生活支援など様々なプログラム
を立ち上げました。私たちにはメインサポーターである日本財団
や米国、オランダ、オーストラリアなどからの支援があります。
新聞の発刊事業などソーシャルビジネスにも取り組んでいます。
ソーシャルビジネスの拡大に向けて持続的な資金調達にも取り組
んでいます。以上、手短に私たちの活動の紹介をさせていただき
ました。（スライド13）

スライド 13

小林／ ミャンマーの状況によっては履行に課題があり、しか
し、障害当事者が政府やビジネスに働きかけて改善しつつある。
アクセシビリティについてもそうで、より良い情報が得られたと
思います。では次に、フィジーろう協会のエヴァさんからお話し
いただきます。

エヴァ／ フィジーから参りました。人口は 91万２千人程度です。
フィジーの中には、たくさんの宗教があり、キリスト教、ヒンディー
教、イスラム教など多種多様な宗教、多様な民族がいます。フィ
ジーの障害者の生活ですが、自立している方、就労されている方
もいます。半分ぐらいの人の環境は整った所と言えますが、田舎
はまだ未整備で活動はまだ進んでいません。（スライド1-2）

スライド 1

スライド 2

　フィジーでは国連の障害者権利者条約に2017年6月7日に批准
しています。そして、フィジーの国内の法整備として、障害者の
権利法が施行されました。昨年の2018年のことです。フィジー
がある太平洋諸国には、障害者の権利に関する太平洋フレーム
ワークが設けられています。各国において法律に位置づけられた
活動があります。お互いの国で、他の国でできていないことがあ
れば、助け合うということがあります。ろう者にとってはテレビ
に手話を付けるとか、視覚障害者には点字を付けるなどの取り組
みです。（スライド3）

スライド 3

　私の活動についてです。（スライド４の）右下の写真の車いす
の方はロビー活動を熱心にされています。右上の写真は国会へ
の陳情の時のものです。その結果、権利条約の批准が行われま
した。（スライドの）左下の写真は、病院のバリアフリーの調査
の様子です。障害者当事者が行っています。アクセスには様々な
差別、格差があります。法律ではバリアフリーが明記されていて
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も、まだまだ問題があります。会社や病院でも、ビルを建てる際
には障害者のアクセスが考慮されるべきです。もしそれがないの
であれば、公正さを求めていく必要があります。基調講演で垣内
さんが言われた、「すみません、もうしわけない」という考え方
ではいけない。そうではなくて自分たちから働きかけて相手の考
え方を変えていく必要があります。（スライド4）

スライド 4

　情報・コミュニケーションへのアクセスも必要です。例えばテ
レビ、事件や災害時には手話通訳者を入れる必要があります。情
報がないと、ろう者や視覚障害者はとても困ります。ラジオによ
る情報保障が必要です。環境、社会基盤に障壁があります。バリ
アフリーにしていく必要があります。

　（スライド5に）絵が描いてあります。今の状況をイラストで
まとめたものです。太平洋諸国のなかで、障害者団体同士でパー
トナーシップ、連携している団体があります。そこでは太平洋
の国14か国が加盟しています。例えば、太平洋諸国で同じ問題
があればフィジーから行って、国連の権利条約について指導した
り、実際にどう行われているか確認をします。例えば、パプア・
ニューギニアという国があります。その国でも、法律としてはい
ろいろな権利が明記されています。しかし、障害者に対する活
動、履行はされていません。政府が資金を不適切な利用をするよ
うなことがあれば、フィジーの代表者が行って、ちゃんと障害者
のためにお金を使うよう政府に働きかけたりします。加盟国はス
ライドをご覧ください。（スライド5-6）

スライド 5

スライド 6

　私が所属しているフィジーろう協会では、世界手話通訳者協会
の会議を開催したり、フィジー全土から船や飛行機でろう者が集
まる１、２ヶ月間の研修なども行っています。（スライド7の）左
下の写真は、太平洋諸国が集まって行う障害者のスポーツ大会で
す。右下の写真は私がテレビで初めて手話通訳が必要だと訴えた
時の写真です。（スライド7）

スライド 7

　今後のビジョンですが、まず法的に障害者の人権を取り入れ
て、きちんと適切なものにしなければならないと考えています。
そして政府で法律や施策を話し合う時には、必ず障害者の代表
者、当事者が参加することが大切です。政府予算を使う時にも、
きちんと障害者当事者が障害者にとって良い使い方ができるよう
に関与する必要があります。例えば車いすや、視覚障害者が使え
るパソコンを提供するなど、どのようなものが必要かについて当
事者が参画する必要があります。特に大切なことは、さまざまな
法律が制定された後に、きちんとモニタリングすることです。ま
た障害者に関する理解、知識を持った人が必要になります。もっ
と社会を障害者にとってインクルーシブなものにしていく必要が
あります。共に話し合うことが大切です。（スライド8-10）

スライド 8

スライド 9
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アジア太平洋障害者連携フォーラム2019 
社会を変える障害者のネットワークと日本の役割

スライド 10

小林／ 重要な鍵として、専門家と障害者当事者団体が一緒に取
り組む必要がある、ということを提言されています。おっしゃる
とおり、法律や規則を障害者の視点でモニタリングすること、障
害者当事者もこのような障害者の法律を理解した上で活用してい
くことが重要なキーだと私も思います。次にモンゴルのオンダラ
フバヤール・チョロンダワさん、どうぞよろしくお願いします。

バヤール／ モンゴルから来ました。みなさん、バヤールと呼んで
ください。ダスキンの9期生であり、今から11年前に日本に初めて
来ました。まずはモンゴルのことを簡単に話します。人口は310
万人です。そのうち4.1％が障害者です。これは1万8千人となりま
す。ご存じの通りモンゴルは世界で一番寒い国です。首都のウラン
バートルは一番寒い首都と言われています。（スライド1-2）

スライド 1

スライド 2

　モンゴルの社会事情ですが、1990年に社会主義から移行し、
民主主義に変わって29年になります。私も少し記憶にあります
が、その頃は10歳で社会主義の大変さを今も覚えています。社
会主義時代にも障害者の人権や法律に関するものがあったもの
の、不十分でした。国が発展するに当たり、障害者運動も前より
盛んになり、障害者に関する政策や法律の実施がありました。良
い点も良くない点もありますが、例えば新しい制度をつくる時に
は、障害者の声を入れるようになりました。障害者権利条約につ

いては日本より早く批准しました。それに基づいて、障害者の受
け入れに関する法律もできました。政府に障害者開発庁という新
しい組織が作られています。しかし、正直に言えば、いろんな法
律、制度はできていますが、実施されているものは少ないです。
やはり理由としては、社会や政府の方での障害者に関する意識が
低いことがあります。（スライド3-5）

スライド 3

スライド 4

スライド 5

　障害者の教育に関しては、障害者の受け入れに関する法律など
が、今までなかったことから始まっています。例えば障害者のイ
ンクルーシブ教育もその一つですが、正直言うと、基本的な考え
は従来どおりです。障害者は養護学校（日本の特別支援学校）に
しか行くことができない状況です。しかも養護学校はウランバー
トルしかない。2年前、聴覚障害者の子どもたちの養護学校でデ
モがあって、1年間大きな問題となりました。この機会にインク
ルーシブ教育について考えなくてはいけないという機運が一般の
人たちにも広がりました。また養護学校に関する意識を持ってい
た専門家はいましたが、インクルーシブ教育についての意識を
持っている専門家はいませんでした。今年の政府予算でも、養護
学校の予算はあるものの、インクルーシブ教育についての予算は
全くありませんでした。それで障害者だけではなく、教育に興味
を持っている他の人たちも参加して、こういうことを変えていこ
うとネットワークを作りました。（スライド6）
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スライド 6

　就職、仕事についてですが、これは10年前の調査です。日本
に来る前に似たような調査を見たのですが、あまり変化がありま
せん。仕事ができる障害者の中で、仕事に就いている人は20％
程度です。そのうちさらに20％は家族のビジネスの手伝いで、
給与をもらっていない状況でした。自分で専門の勉強をして、企
業で働いているケースは少ないです。そして、障害者雇用に関す
る政府から支援があまりありません。（スライド7-8）

スライド 7

スライド 8

　この10年の間、社会や政府に対するアピール運動に取り組んで
来ましたが、日本のような介助制度などを作る前に、まず障害者
の考えを変える必要があることが分かりました。例えば私たちが
外に出られないのは、自分たちの考えを変えないから。年に1回
くらいしか外出しない人もいます。次はモデルになる人を探す、
モデルプロジェクトが必要。重度障害の人でも当たり前の生活が
出来るのだ、といったことを伝える必要があります。それから社
会の考えが間違っていたら良い法律や制度ができても実施できな
いことも分かりました。障害者人権法ができて、障害者自立支援
に向けたサービスを作っていこうという流れがモンゴルにもあり
ますが、それを実施する前にまず、政府や社会に対して障害者に
対する考え方を正すよう訴える必要があります。それを教えてく

れたのは日本人のみなさんです。活動のあり方についても、今まで
ではモンゴルでは、視覚・聴覚障害や肢体不自由の方などがばら
ばらで活動していましたが、まとまって活動する必要があること
にも気が付きました。海外の研究をしている人たちとも一緒に、
もっとモンゴルの社会を変えていく必要があります。（スライド
9-13）

スライド 9

スライド 10

スライド 11

スライド 12
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スライド 13

　最後に申し上げたいことは、私が活動を始めた時、モンゴル社
会を変えられるとは正直思っていませんでしたが、今はすごく自
信がついて、それは可能だと信じています。お金の問題もありま
すが、今の制度を良くして行くことで、私たちのニーズに合わせ
た制度が絶対にできると思います。近いうちにモンゴルはもっと
良い社会になります。今日はありがとうございました。

小林／ ミャンマーもそうですが、モンゴルは社会主義から民主
主義となりました。また市場経済化という変化もありました。非
常にドラスティックな変化のある中で、法律や制度の変化、経済
的な状況が困難な中、現在、障害当事者運動が盛り上がっている
ということで、参考になるお話だったと思います。今からフロア
からの質問を受けて進めます。

会場質問者A／ 私は専門学校の教員をしています。運動の過程
のなかで、さまざまな課題があると思いますが、その中でみなさ
んがメディアとどのようなお付き合いをしているのか。あるい
は、メディアのなかで、障害者の方々の問題をどのようにとらえ
ているのか、お話を伺いたい。地道な運動をされることももちろ
ん大事ですが、メディアを使って運動を展開することも非常に重
要と思っています。

ソウ／ 質問、どうもありがとうございます。私の組織もメディ
アを活用しようとしています。特にラジオのプログラムを70
持っています。放送局は政府系が１局とプライベートが4局。こ
れらを通して様々な活動紹介をして、障害者への理解を深める啓
蒙を行っています。メディアが取り上げるのは慈善的な角度が多
いので、慈善的な視点はできるだけ小さくして、我々の活動の実
際の実力、影響力をきちんと伝えてもらうようにしています。バ
リアフリーなどのキャンペーンはメディアと共に行っています。
メディアをうまく活用できていると思います。

バヤール／ すごく大事なことですね。情報発信をしないと私たち
の活動を社会に伝えることはできない。去年から３ヶ月に1回、
国立のテレビ放送の機会があり、そのため障害に関するセンター
の活動について10分くらいのＴＶ番組を作っています。モンゴ
ルは都市と都市の間が離れています。田舎の人は情報が足りない
と困っています。だからラジオで、週に1回、自立生活のことだ
けでなく、他の障害者に関する制度を説明したり、色々なニーズ
に合わせた制度をどう作るかなどの番組を放送しています。

エヴァ／ テレビ局やラジオの人たちとの出会いの場、話をする
場を作り、そこで情報交換をすることで、良いパートナーシップ
を持っています。また助成金をもらい、ワークショップも開い
て、彼らに対して例えばどんな用語を使えばいいか、障害につい

てどういう表現をするか、意味を伝えたりします。新聞でふさわ
しくない言葉が使われていれば、訂正を依頼することもありま
す。そのようにして理解を広めております。

小林／ 各国でメディアを有効活用しながら人的ネットワークを
使ったり、非常に有効な方法だと思います。こういう経験はシェ
アできるかと思います。もう１人の方お願いします。

会場質問者B／ 弁護士として、障害者の方の権利擁護に関わって
います。精神障害を持つ方の強制入院についてお教えください。
みなさんの国やアドボカシーの活動の中で、そのような強制入院
または施設での暮らしを余儀なくされている方々への活動は、ど
のようなものか伺いたい。またそれぞれの国で弁護士とコミット
した権利擁護、アドボカシー活動があればご紹介ください。

ソウ／ 私たちの経験から申し上げると、病院に収容されていた
りします。あるいは、自宅で世話をされています。そういった特
別な施設に収容されるか、家族の責任になっています。難しい問
題です。

バヤール／ モンゴルでの障害者運動で、やはり一番遅れている
のは知的障害や精神障害の分野です。去年、モンゴルで自立生活
センターのネットワークができましたが、その中で精神障害者の
グループを作り、当事者が関わっています。今やっていること
は、ピアカウンセリングでお互いのことをわかってもらうとか、
政府に伝えるべきことは何かについて考えています。また弁護士
の関与については大事なことだと思います。今から3年前、いく
つかの障害者団体が集まり、市役所や労働・社会保障省といった
行政との裁判では弁護士協会と協力して活動しています。司法に
おいてもまだバリアだらけですが、弁護士がよく助けてくれてい
ます。

エヴァ／ 弁護士の方々は法的な知識を持っていますので、福祉
団体や病院とともに弁護士の方々が働いて下さるのは大事なこと
と思います。病院内で、例えば人権侵害などがあった際に、弁護
士がそういった知識を持って協力することができるからです。

小林／ 実際この問題、精神障害者、知的障害者に対する支援や
権利擁護は、開発途上国を見ていますと遅れていると思います。
後見人制度の問題も、実際に私の研究所の同僚もフィリピンで聞
き取りをした際、制度そのものが、当事者にも関係者にも行き
渡っていない。国によって状況が違う。同じ言葉をつかっても全
然違う。本日は多国籍のアジア太平洋地域の方がいらっしゃって
いますので、ネットワークを強めて、今日明日と、起業されてい
る方もいらっしゃっていますので、多方面からのネットワークを
作り、情報共有しながら新しいプロジェクトが生まれるといいと
思っています。

司会／ これにて、セッション１を終了します。
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プロフィール

「障害者団体の組織能力強化に向け

五井渕 利明／ Toshiaki Goibuchi （日本）
NPO法人CRファクトリー　理事・事業部長

2011年CRファクトリーに参画。2012年度から内閣府地域活性化伝道師に就任。数多くのコミュニ
ティやプロジェクトの運営実績から、幅広い知見やバランス感覚に定評がある。行政職員としての勤務
経験から市民・行政の両面から協働の支援が可能で、ビジネス経験も豊富。多くの協働事業のコーディ
ネートを手がける他、講師・ファシリテーターとしては年間100回以上の登壇がある。CRファクトリー
以外にも、ものがたり法人FireWorks（地域プロデューサー）、一般社団法人JIMI-Lab（代表理事）、
GRASS（ボードメンバー）、株式会社ウィル・シード（研修講師）など多様な組織の経営や事業に参画し
ている。

モデレーター

サミス・メイ／ Samith Mey （カンボジア／肢体障害）
プノンペン自立生活センター事務局長

プノンペン自立生活センター（PPCIL）を2009年に創設し、事務局長を務める。また、障害分野およ
び社会福祉に15年以上取り組み、様々な管理職に就き、経験を有する。2006年から2007年までダス
キンアジア・太平洋障害者リーダー育成事業に参加し、社会福祉と自立生活の研修を受けた。カンボジ
アの障害者の自立生活運動を促進し実施しようという意欲と可能性を持っている。さらに、開発活動と
リーダーシップ・プロジェクト/プログラムの策定と管理にも経験があり、事業計画と予算編成、人材配
置、プロジェクト実施、モニタリングと評価、および報告などを行った。障害インクルージョンと自立生
活、開発に関連する国内外の障害者研修やワークショップに数多く参加している。

ゲストスピーカー

チュン・チェ・リン（林 君潔）／ Chun Chieh Lin（台湾／肢体障害）
台北市新活力自立生活協会事務局長

骨形成不全の障害を持つ。生まれてから何回も骨折し、大学卒業まで母の介護を受けて暮らす。11歳の
時、歩けるようになるための手術を受けるため日本に来日。入院したものの、結局手術を受けることが
できず、少しの日本語覚えただけで、台湾に戻ることに。22才で台北大学司法学部を卒業できたもの
の、外はバリアだらけで、外出も満足にできなかった。その時、障害者と家族はどうにか頑張って、社会
を変えなければならないと理解した。24才でダスキン障害者リーダー育成事業の研修を受けて自立生
活運動のことを学び、社会運動に尽くすことを心に誓った。帰国後の2007年に台湾初の自立生活セン
ターを設立。現在は、障害者権利条約を実行する仕事とユース障害者リーダー育成の仕事に専念。　

ゲストスピーカー

原  康子／ Yasuko Hara （日本）
（認定NPO法人）ムラのミライ  研修事業チーフ・認定メタファシリテーショントレーナー

京都市にて夫と息子と3人暮らし。1996年：名古屋大学国際開発研究科修士課程修了。2001年：認定
NPO法人ムラのミライ（当時ソムニード）のインド事務所（アーンドラ/プラデッシュ州）設立時に赴任。
2001年から2016年：インドとネパールを拠点に、NGO、JBIC、JICAの住民主体のコミュニティ開発プ
ロジェクトに専門家として従事。2016年：関西大学非常勤講師。2017年・2018年：公益財団法人日本
障害者リハビリテーション協会の委託でメタファシリテーション研修講師（東京とカンボジア）。2018
年～現在：認定NPO法人ムラのミライ研修事業チーフ。主な著書：『南国港町おばちゃん信金～ ‘支
援’って何？「おまけ組」共生コミュニティの創り方～』新評論、2014年。

ゲストスピーカー
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五井渕／ CRファクトリーというNPO団体の理事をしています。
CRファクトリーのビジョンは、すべての人が居場所を持ち、心
豊かな生活をするということです。そのためのミッションは、居
場所と仲間を感じる温かいコミュニティを提供すること。サーク
ル活動などの非営利組織の組織運営、マネジメント支援につい
て、コミュニケーションに関する部分を研修やコンサルティング
で関わらせていただいています。年に1度くらいはダスキンのプ
ログラムでアジア各国の若いリーダーに対して、研修プログラム
の1つを担当しています。ダスキン事業の研修生は、とても意欲
の高い学びの姿勢で参加してくださるので、いつも勇気をいただ
いております。（スライド1-4）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

スライド 4

　さて本日のセッションのタイトルは、「障害者団体の組織能力
強化に向けた取り組みとその成果」です。人と組織の関係、内部
のプロセス、運営をどうするかについては外に出づらいところが
あります。かつ、成果がいわゆる数値や金額などに表れにくい取
り組みでもあります。より良い関係性を作ること自体、多くの団
体で後回しになることが多いです。星の王子さまでも、「大切な
ものは目に見えない」と言いますが、見えやすい数字・成果では
ない部分、その内側で何をしているのか、それこそが実は団体を
継続的に発展させていく、非常に大きなテーマと思います。CR
ファクトリーはいつも、心の筋肉トレーニングという表現をして
います。鍛えておかないと、いざという時に対応できない、長く
働くための重要な力と思います。それについてみなさんに気づき
を共有できると思っています。

　おふたり（サミスさん、リンさん）の団体は外部の専門家であ
る原さん（ムラのミライ）の力も借りつつ、そこに取り組み、尽
力されている。団体を良くするために、継続的に成果を出そうと
している団体のリーダーであることを感じていただけると、より
みなさんとの関係性が広がると思います。そういった趣旨のセッ
ションとして、プレゼンテーションとディスカッションという形
式で進めて行きたいと存じます。ではプノンペン自立生活セン
ター（PPCIL）事務局長のサミスさんからお願いします。

サミス／ こんにちは、今から日本語で話します。カンボジアか
ら来たサミスと申します。1979年生まれです。私はポリオで
す。戦後に生まれ、国が貧乏だったので、ずっと普通の学校に行
きました。後は非常に大きなチャンスがあって、2006年にダス
キン研修生として日本へ来ました。その時に驚いたことは日本が
きれいで住みやすいとことでした。研修が終わって帰国してから
PPCILを開きました。（スライド1-2）

た取り組みとその成果」
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スライド 1

スライド 2

　
　（スライド３の写真を見て頂いた通り）メンバーが多いことは
ボランティアなどと一緒に撮ったからですが、このセンターはカ
ンボジアで1つしかありません。この９月で設立10周年です。障
害者や自立生活センターのコンセプトを色濃く反映して活動し
ています。その他、障害者のインクルーシブを促進するために、
ピアカウンセリングや自立支援プログラム、介助サービスも提供
しています。カンボジアの中ではPPCILが一番がんばっている障
害者団体です。様々なイベントを通して障害者が集まる機会をつ
くっています。センターの活動の背景には、戦争があったせいで障
害者も多いというカンボジア固有の事情があります。戦争は終わ
りましたが、今は事故にあって障害者になる人が多い状況です。

　一般的な障害者の考え方は、自分の障害を治したいというこ
と。でも私たちの考え方は、障害は自分の問題ではなくて、環
境、社会の問題であるということです。環境を変えれば住みやす
い社会を作ることができます。社会を変えることよりも、自分の
障害を治すことに関心があるという障害者の現状はちょっと問題
です。PPCILでは日本からの支援も受けており、たとえ重い障害
があっても平等な生活が出来るように活動をしています。（スラ
イド3-6）

スライド 3

スライド 4

スライド 5

スライド 6

　PPCILのメンバーには大卒の人がいないこともあり、グループ内
でのコミュニケーションのやり方や、仕事がうまく行く方法など
について知りませんでした。日本障害者リハビリテーション協会
や日本財団からのサポートなしには、スタッフの能力を開発するこ
とは難しかったです。私は2016年と2017年に日本に来て、研修
を受けています。研修前は、事業計画を作ったりすることができ
ませんでした。団体のアクションプランを作る際も、前はマネジメ
ントの人だけ、あるいは、私だけで作っていました。今はスタッフ
と一緒に細かくアクションプランを作ることができるようになりま
した。今、スタッフはみな、事業計画を作ることができますし、評価
も上手になっています。グラント（交付金）のプロポーザルを書い
て、出すこともできるようになりました。（スライド7-8）

スライド 7
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スライド 8

　原さん（ムラのミライ）が去年の２月にカンボジアに来て、事実
質問とか、メタファシリテーションについてさらに研修をしまし
た。地域の障害者のみなさんにインタビューする時や、交渉をす
る時に、事実質問を使うとみなにわかりやすい。「なぜ？」とかを
聞くのではなく、簡単な質問をすることで、少しずつスタッフの
交渉能力が上がっていると思います。PPCILの団体のなかでは、
コミュニケーションを取ることが大事になっています。以前は日
本で良く言われる「ほうれんそう（報告、連絡、相談）」がなく、
ビジョンも共有できていませんでしたが、今はスタッフが一丸と
なって、良い結果を出していると思います。（スライド9-12）

スライド 9

スライド 10

スライド 11

スライド 12

五井渕／ サミスさん、ありがとうございました。研修の機会を
有効に活用されたことがよく伝わってきました。能力開発をする
結果、個々人の能力が成長することもそうですが、おそらく、ビ
ジョンの共有化が図れたことも含め、より組織に対して深い参画
ができる。主体的なスタッフとしてそこに関わりを持って行ける
ということが、組織としての大きな変化なのだと感じました。次
は台北市新活力自立生活協会事務局長のリンさんに発表をお願い
します。

リン／ みなさん、こんにちは。リン・チュン・チェと申します。
台湾でやってきた活動と、多くの方々に支援をいただいて起こっ
た変化をシェアしたいと思います。私は台湾の台北市で生まれま
した。骨形成不全という障害を持っていて、７歳で就学拒否をさ
れ、８歳で一般の小学校に入りました。歩けるよう治療を受ける
ために日本の病院に行きましたが、骨が弱くて治療も手術もでき
ずに台湾に帰りました。日本語はその時少し覚えました。大学を
卒業した時、外がバリアフリーになっておらず、居場所がないこ
とにショックを受けました。23歳の時にダスキンの研修に参加
して、自立生活運動に出会いました。日本でたくさんの仲間が
応援してくれたおかげもあって、27歳で台湾初の自立生活セン
ターを始めました。（スライド1-2）

スライド 1
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スライド 2

　台湾には4.９％の障害者がいます。日本では自分の家にいる人
がほとんどで、施設にいる人はわずかです。台湾は1971年に国
連を脱退したため、他の国より障害者に関することが遅れていま
す。民間の努力で、2014年にCRPD（国連障害者権利条約）実
施のための国内法が議会を通過しました。台湾の障害者運動も
諸々ありますが、私のセンターでは特に介助サービスに力を入れ
て来ました。（スライド3-4）

スライド 3

スライド 4

　台湾の障害関連情報についてご紹介します。台北、高雄といっ
た大都市では、地下鉄はバリアフリーになっています。そこでは
自分が障害者だと意識せずに、自由にどの車両にも乗ることがで
きます。しかし他の地域は依然、交通が不便です。スライド5の
右下の新幹線の写真ですが、998席中４席だけ車いす用のスペー
スがあります。車いす用、ベビーカー用のスペースをもっと増や
したいと運動しています。UD（ユニバーサルデザイン）タクシー

のサービスも始まりましたが、残念ながらすごく高い料金です。
（スライド5）

スライド 5

　私の自立生活センターは2007年に設立され、介助サービスや
権利擁護、政策提案、ピアサポートなど様々な活動に取り組ん
でいます。どんな障害者でも自分の地域で生活できるような社会
を作ることを目指して、障害者中心・主体で運営しています。
2009年は民間の資金を集めて介助者養成のモデル事業を実施し
ましたが、それは2011年の公的な制度確立につながりました。
今は台湾に５つの自立生活センターがありますが、事務所を持っ
ているのは2か所だけです。障害者自身の意識を変えるべく、私た
ちは「障害は環境だ」というメッセージを繰り返し発信していま
す。台湾には国が予算を出して介助制度ができました。自立生活
センターを運営するための資金も国から出ましたが、ガイドライ
ンの基準に沿った運営を行うレベルには達していない状況です。
障害者が一丸となって、政府へ影響力を高める必要があります。
（スライド6-10）

スライド 6

スライド 7
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スライド 8

スライド 9

スライド 10

　各地のセンターの障害者はそれぞれの地域による格差や、学校
へ行ったかなどの個人的背景の違いがあり、コミュニケーショ
ンがうまく行かず、まとまって行動することの難しさに直面す
ることが往々にしてあります。まだコミュニケーションの技術
が低く、プランを作る能力も低いのが現状でした。そこで2018
年3月に初めて５つのセンターが同じ地域に集まって、話し合い
をしました。以前、話す内容は「何もできなかった」「力がな
かった」ということになりがちでした。しかしムラのミライさん
と様々なワークショップをやり、自分たちが1年で何をやったの
か、誰が活動したのか、どのようにお金を使ったかなど、ポス
ターを描いて確認しました。その過程で自分たちが厳しい環境の
中でも、だんだんと活動が影響を及ぼしていること、少しずつ変
化していることがわかりました。またポスターを使って仕事の成
果を視覚化することで、仕事全体のバランスが分かるようにな
り、仕事の分担の仕方が前よりもうまくなってきたと思います。

企画を作ることにも積極的になって、コミュニケーションのやり
方もうまくなりました。5つのセンターで話し合いができたおか
げで、色々大変なことを共有し、関係性も強くなりました。

　以前、私たちの団体は障害者だけ、肢体のことだけ、というふ
うにやってきました。でも今は様々な団体、例えば弁護士などと
もつながり、学者や記者、多様な人々とつながって輪が広がりま
した。人権団体やLGBTの団体ともつながっています。様々な分
野の人たちと話し合って、同じ目標に向かうことが大事です。み
なさんと色々な情報交換や支援をもらえたらと思います。ありが
とうございます。（スライド11-16）

スライド 11

スライド 12

スライド 13
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スライド 14

スライド 15

スライド 16

五井渕／ リンさんが、コミュニケーションの改善に大変意識的に
取り組んでいらっしゃることが、良く伝わってきました。社会課題
というのは個人ひとりひとりの責任、課題というものではない。
あくまで社会システム、構造が生み出している課題とした時に、
ネットワークや生態系エコシステムと呼ばれる（相互的）視点に
立って取り組むことが大事だと思います。おふたりの団体に伺っ
て、その研修ワークショップや事業計画の開発をサポートしてく
ださった、ムラのミライの原さんから、あらためておふたりの成
果についてどのように感じていらっしゃるかお話し願います。

原／ おふたりが本当に何もないところ、道がなかったところに道
をつくりながら頑張ってきた素晴らしいプレゼンテーションをも
のすごく感動しながら聞ました。おふたりとご一緒できたことを
とても名誉に思います。それでは感動の気持ちを切り替え、ムラ
のミライという団体についてご紹介させていただきながら、サミ
スさん、リンさんおふたりとご一緒した活動について、ご紹介し
ます。私はムラのミライという団体の研修事業を担当しておりま
す。本部は兵庫県西宮市にあり1993年に設立され、昨年（2018
年）25周年を迎えました。コミュニティと経済と環境が調和した
状態の人間の営みを実現することを目的に活動しています。

　私たちは国内外での地域づくりのプロジェクト、それを担う人
材育成という、2つの活動をやっています。こうした活動には、
独自開発をしたメタファシリテーションという手法を使ってい
ます。こちらの「途上国の人々の話し方」という本（英語版タイト
ル：Reaching Out to Field Reality）になっています。この手
法は、地域づくりの現場のほか、子育てにも使っていただいてい
ます。私自身はインドとネパールといった海外で16年間、国際協
力での現場におりました。でも、障害者の方の自立生活支援につ
いては、本当にサミスさん、リンさんのおふたりが先生であり、
いろいろ教わっています。先ほどからリンさんとサミスさんが、
「事実を聞く」ということを何度かご紹介してくださいました。
少しだけメタファシリテーションという手法をご紹介します。
（スライド1-3）

スライド 1

スライド 2
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スライド 3

　私のような日本人が途上国の国際協力の現場に出かけて行っ
て、「あなたの地域で困っていることは何ですか？」と聞いても
絶対誰も本当のことは答えてくれません。「学校を作ってくれて
ありがとうございます」、「道路を作ってくれてありがとうござい
ます」、「で、次は何を支援してくれますか？」という繰り返しに
なる。これでは絶対に必要な支援はできないという試行錯誤の
中で生まれたものです。例えば、「スタッフのキャパシティビル
ディングが必要です」と言われたら、「いつ何をしている時でした
か、そのことを誰かに相談したことがありますか？」と聞いてい
く。誰にも相談していなければ、あまり大した問題ではない可能
性もあります。まずは、そのことについて、何かアクションを起
こしているかどうかを聞きます。

　もう一つの例は、「どうして私ばかりが忙しいのか？」という
問いかけです。事実質問では、「何の仕事を、いつまでに、誰が、
どのように、どのくらいの時間やお金をかけてやらないといけな
いのか－そのことを知っている人は、私以外にいるか？」と自分
に問いかけます。これを自分や相手に繰り返していくと、問題
を抱えている人は質問をされていくうちに「これが私の問題だっ
たんだ！」と気が付き、自ら課題解決のために動き出します。そ
のような質問を投げかけることで、サポートをしていくという手
法です。おふたりには、こうした事実を聞く質問を投げかけられ
るようになる研修をしてきました。それを事業計画づくりやス
タッフ同士のコミュニケーションなどに使っていただいてます。
（スライド4）

スライド 4

　カンボジア、台湾にお伺いした際、おふたりは周りをグイグイ
引っ張っているのですが、道のないところに道を作っている段階
ですから、スタッフのトレーニングには時間を割けない状態でし
た。その結果、ひとりで仕事を抱え込んでしまっていました。こ
ちらのスライド（6と7）は、2017年と2018年の台湾でのトレー
ニングの様子です。計画づくりのための計画ではなく、関係者全
員の行動が伴う－行動計画－（アクションプラン）をどうやって
作るかの研修をしました。参加した５団体の方と「できなかった
こと」と「できたこと」を「見える化」していきました。リンさん
の役割も「見える化」しました。

　これまで私自身、色々な国で、国際協力団体の支援活動を見て
きましたが、従来の支援形態はどうしても支援する人から支援さ
れる人への一方通行になりがちです。ムラのミライはこれが嫌
で、メタファシリテーションという手法を考えたのです。サミス
さんとリンさんには、一方通行ではない、非常に新しい活動形態
の可能性を感じています。メタファシリテーション手法を使って
いただき、現地での活動の担い手、ドナー、支援の受け手、その
人たちすべてを当事者として巻き込むスタイルに可能性を感じて
います。一方通行ではない、あらゆる方向への動きを生み出す活
動の可能性があると思います。（スライド5-10）

スライド 5

スライド 6
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スライド 7

スライド 8

スライド 9

スライド 10

五井渕／ 私より特に、より深く聞きたいことについて、これか
ら質問させていただきます。おふたりが活動されている中で、ビ
ジョン、共感度の差や、意識のギャップは常について回ると思い
ます。そういったことにどう直面し、またそれをどのような努力
で乗り越えていらっしゃるのか。どう変化させてきたのかについ
てもっと伺いたいです。

サミス／ 私が感じているギャップというのは、私のセンターの
スタッフには経験が少ない若者が多く、彼らが簡単な仕事をした
がる点です。また、自分の計画をあまり考えずに、マネージャー
やボスからもらった仕事をやっている。自分が考えてやりたいと
か、自分の課題が順調かどうかなどについて考えていないところ
があります。スタッフにはドリームがあっても、どうやってド
リームに到着するか計画を立てる能力が乏しい。一緒に仕事をし
ながら、本当はどこに行きたいのかなどを一緒に考えることが必
要と感じます。

リン／ 組織内部でチームワーキングを行う際、互いの考えに
ギャップがあるという経験をしました。自分の考えていることに
ついて頭の中に留めるのではなく、明確化、視覚化してみなが集
まって話し合うことが大事です。話し合って、表を作って役割分
担を決めることが大事です。また外の人たちとの考え方に関する
ギャップもあります。自分たちは自立がすごくいいと思っている
けれど、周りの人はそういう考え方は分からない。自分たちの輪
だけでなく、地域に出て様々な分野の人たちとつながることがす
ごく大事だと思います。

原／ おふたりとも「本当にこれが必要だ」とすごいビジョンを
持って、ひとつずつ実現していこうと忍耐力を持ってスタッフの
方と向き合っています。サミスさんが「ギャップがある」と言わ
れましたが、これが伝わらなかったけど、今度はがんばろうと本
当に忍耐力を持って対処されています。リンさんも自分の考えを
決して押し付けるようなことはしていません。リーダーならでは
のがまんといったことも垣間見ることがありました。みなで同じ
地図を作ろうよ、みんなで同じ目的地を目指そうよというふうに
されていました。

五井渕／ もう１つのご質問ですがサミスさん、リンさん共に
パーティやいろいろなイベントなどを企画して、意識的に多くの
人と接点を作る、参加を募っていると感じました。ただ参加する
ところからボランティアやスタッフとしてより深く関わるまでに
持って行く工夫を深く聞きたいと思いました。日本の市民活動、
NPOはそこが課題にもなっていて、ぜひヒントをいただきたい
と思います。

リン／ 自分たちが事務所を構えて引っ越した時、近所の人たち
は車いすの人がたくさんいるのを見て驚いて、あまり良い顔をし
ませんでした。でも事務所を拠点として、今週は料理のパーティ
をするとか、いろいろなテーマで、一般の人にも興味のあるイベ
ントを開催しました。例えば映画を観るとか、焼肉大会とか。特
に食べるイベントをするとみなが寄って来てくれる。自分の地域
だけではなく、関係する5つの団体を通して10年をかけて台北市
以外の地域を回るキャンペーンをやりました。障害者が集まって
ボランティア活動もしました。

サミス／ カンボジアでは、半日くらいかけて「TRY」と銘打っ
た障害者のイベントを開催しています。大学生やボランティアの
人、地域の人たちも参加します。日本の仲間も参加して、そこで
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友達を作ったりします。その他、大学で講義をやっています。そ
こで人とつながったら、事務所に遊びに来てもらうことなどで
ネットワークを作っていく。みなさんに障害者のこと、自立生活
のことを知ってもらい、介助者を探すなどの機会としています。
政府や地域の人と共にやっている活動です。

五井渕／ 原さんからも参画を作るという意味合いでのご経験な
どからコメントをお願いします。

原／おふたりがこうしたイベントを開催される際の準備の大変さ
を垣間見ましたが、リンさん、サミスさん自身が楽しくやってい
ることを周りは必ず見ています。障害の有無に関わらず、楽しい
人の居るところに人は集まってきます。おふたりが楽しそうに色
んな方々と繋がっているのを見て、周りの人がどんどん巻き込ま
れていく。台湾のオフィスでは、毎回新しい若い人が介助者とし
て本当に熱心に関わっているとのこと。おそらくこうしたイベン
トで知り合ったのだと思います。自分も楽しいと思いながらやれ
ることが、周りを巻き込むカギだなと思いました。

五井渕／ 一緒にいることが楽しいということは大切ですね。こ
ういった活動を通じて、おふたりが人との関係性を作り、周りの
人の居場所を作っていると想像します。ここで会場のみなさんか
らご質問があればどうぞ。

会場質問者C／ 私はパキスタンから来ました。ダスキン愛の輪
基金で2001年に来日しました。コメントさせて下さい。ダスキ
ンのトレーニングで来た人はトレーニングが終わって帰国する
と、日本のことをシェアすることができます。例えばご飯がおい
しかったと。でも味までシェアすることはできません。日本の自
立生活センターについても、見て初めて感じられることがあると
思います。もちろん知識も重要ですが、体験も重要ということで
す。そういった場を提供するという考えはいかがでしょうか。

サミス／ そうですね、味が大事ですね。私たちがダスキンのプ

ログラムを卒業し、帰国して「日本は素晴らしい、住みやすい社
会だ」ということをカンボジアのみなに伝えましたが、それは
「うそだ」と言われました。やはり私と同じ味を味見してみたほ
うが良いと思っています。私たちのセンターから重い障害者を何
回か日本へ研修に行かせてもらいましたが、その人たちは「うそ
じゃなかったね」と、研修を終えてからがんばってくれました。
これから楽しみです。

リン／ おっしゃる通り、体験が一番大事だと思います。2年前か
ら共同募金会というところでプロジェクトを申請して、台湾の自
立生活運動を勉強したい人、やりたい人を３～４人ぐらい選ん
で、日本で短期の研修を行いました。そして日本のセンターを多
数訪問して、すごくいい効果、インパクトがありました。勉強の
時だけではなく、毎日の生活でも大変勉強になりました。

五井渕／ ありがとうございます。今、リンさんがおっしゃった
ように、説明しても伝わらないことを体験で共有していくこと
は、見方を変えるとビジョンの共有化であったり、ギャップを埋
めたりする上で重要と思います。

私も専門家なので「どのように組織を良くするか」についてお話
しします。私たちは成果を出そうとする時、行動を変えようとし
ます。行動を変え、思考を変える。思考を変えるアイデアを出
し始めます。でも行動や思考の前にまず関係性がある。お互い安
心して話をして、自己開示や対話ができる。信頼関係があって、
同じビジョンを共有していることで、ようやく豊かな思考や主体
的行動につながる。つまり、即効性の高い何かの仕組みを作りた
いのであれば、その前に対話や関係性に着目していただくことが
大事です。日常的対話をするということ。研修、トレーニングの
場、日常の場が大事です。おふたりからの事例の紹介もありまし
たが、みなさまの活動にも活かしていただければ大変幸いです。

司会／ これにてセッション２を終了します。
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セッション 3

プロフィール

「国境を越えた障害者のネットワーク

黒田 かをり／ Kaori Kuroda （日本）
 （一財）CSOネットワーク　事務局長・理事

一般財団法人CSOネットワーク事務局長・理事。アジア財団ジャパン・ディレクター。民間企業に
勤務後、コロンビア大学経営大学院日本経済経営研究所、アジア財団日本の勤務を経て、2004年
より現職。日本のNGO代表としてISO26000（社会的責任）の策定に参加。現在、2020年東京オ
リンピック・パラリンピック組織委員会「持続可能性に配慮した調達コード」WG委員、SDGs推進
円卓会議構成員、SDGs市民社会ネットワーク代表理事、国際開発学会理事、日本サッカー協会社
会貢献委員などを務める。米国公認会計士協会会員。

モデレーター

廉田 俊二／ Shunji Kadota （日本／肢体障害）
（特非）メインストリーム協会代表

中学２年の時、学校の体育館の屋根から落ちて脊髄損傷となり、車いすの生活になる。大学時代か
ら放浪を始め、訪れた国は48ヶ国。その中でカリフォルニア州バークレーの自立生活センターに
出会う。1989年、障害者の自立と社会参加を目指して、「西宮をバークレーに」というフレーズを
掲げて、兵庫県西宮市に自立生活センター「メインストリーム協会」を設立。2003年から、諸々の
相談やリクエストに応える中で、アジアの国々に自立生活運動を伝え、自立生活センターを作る手
伝いをすることになる。2008年からは、JICAと協力してコスタリカを手始めとして中南米諸国で
も同様の活動を始め、ボリビアに自立生活センターを作る手伝いも行う。現在、関西学院大学と神
戸女学院大学で非常勤講師。1961年 兵庫県姫路市生まれ。

ゲストスピーカー

シャフィック・ウル・ラフマン／ Shafiq-ur-Rehman （パキスタン／肢体障害）
マイルストーン障害者協会代表

ポリオで障害者になったが、その後も両親は非常に教育熱心であり、教育の恩恵を受けることがで
きた。初期の教育を受け、同じように障害のある友人に出会ったことをきっかけに、10代でパキス
タンで初めての障害当事者団体であるマイルストーンを立ち上げた。精力的に活動したが同時に差
別にも直面。大学在学中には、障害者に対する人々の言動について深く考える機会を得た。2001年
～2002年、ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業に参加する機会を得たが、これが人生
の転換点となった。障害者のために声を上げた偉大な指導者たちから学ぶことができて大変幸運
だった。2003年に車いすクリケットを世界に紹介。自立生活の概念を南アジアに、そして初めてイスラ
ム世界に紹介。2005年のパキスタン大地震直後には、移動式自立生活センターの概念を導入した。
現在、マイルストーンはパキスタンで尊敬される団体の1つであり、運動の中心となっている。

ゲストスピーカー

長田 こずえ／ Kozue Nagata （日本）
名古屋学院大学 国際文化学部教授 　元ユネスコパキスタン所長

現在は名古屋学院大学 国際部科学部で国際協力に携わろうとする若者を指導。国連勤務30年のベ
テラン。国連時代はILO本部で障害者のリハビリテーション課勤務から始め、国連西アジア経済社
会理事会では「アラブの障害者の10年」などに取り組む。東チモール国連暫定政府に参加。国連
ESCAP時代にはアジア太平洋の障害者の10年の実施に取り組み、また権利条約のベースとなった
バンコクドラフトの書き上げなどに貢献。国連NY本部時代は開発協力政策課において開発問題に
取り組む。また、国連活動に障害をメインストリームすることに取り組む。障害に関する研究でJICA
やJETROともかかわる。ユネスコ所長時代はパキスタンにおけるジェンダー、教育、障害者の人権
支援などを担当する。多くの関係者とのネットワークを通じて、マイルストーン障害者協会のシャ
フィック氏とも協力する機会に恵まれた。パキスタン政府教育訓練省から貢献を表彰される。

ゲストスピーカー / コメンテーター
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構築が生み出す価値」

黒田／ 本セッションでは、パキスタンと日本の障害者団体が連携
した、まさに奇跡のような取り組みについて焦点を当てたいと存
じます。このケースを題材にして、インクルーシブな社会を実現
する上で、私たちが成すべき事を探る機会をいただけたことを大
変嬉しく思います。そのために3人のゲストをお招きしました。
パキスタンからシャフィック氏、日本から廉田氏にお越し頂き、
おふたりの連携についてそれぞれのお立場でお話いただきます。
それに先立ってまず、現名古屋学院大学教授で元ユネスコパキス
タン支部代表であった長田先生からパキスタンにおいて障害者が
直面している問題や一般的状況についてお話しいただきます。

長田／ シャフィックさん、日本にようこそ、お会いしてからも
う５年経っていますね。会場の皆様とはまずパキスタンに関す
る一般的な状況についてシェアしたいと存じます。（スライド１
の）右上の方にあるのがパキスタンの青い旗ということで、イス
ラム教の新月がついています。左下は障害者のマークでパキスタ
ンや中東で良く使われています。（スライド１）

スライド 1

　パキスタンがイスラム教の国ということをご確認ください。パ
キスタンは多民族国家でシンド人、バローチ人をはじめ色んな国
にまたがる様々な民族が暮らす国です。言語的には、国の言葉と
して、ウルドゥー語という言葉を使っています。国の言葉（国家
語）でありながら、ウルドゥー語を母国語とする人は（人口の）
8％程度だそうです。一番多いのは、パンジャブ人です。シャ
フィックさんはパンジャブ人で母国語はパンジャブ語だそうで
す。10人に１人ぐらいの母国語が国家語という変わった国。国
というよりは複合的な共同体ということです。

　10歳以上の識字率は、2015年の統計では58％であり、約6割
程度の方が字を書いたり、読めたりします。特に高齢の方に多い
のですが４割の方は字が読めない。ちなみにシャフィックさんが
いらしたパンジャブは一番発展していますので、この統計よりも
高い識字率だと思います。政治的には国会があり、議会があり、
日本と同じ民主主義制度で単独政権のアラブの国とは異なりま
す。（スライド2-3）

　パキスタンで障害の原因に貧困があります。栄養失調、特にビタ
ミン不足、障害になると医療へのアクセス不足の問題があります。
特にパキスタンではポリオ、小児まひワクチンのための予防注射
が行き届いていません。パキスタンは、世界最大の小児まひ発生国
です。イスラム教の過激派が、ポリオの予防注射を嫌っています。
交通事故や近親結婚が多いことによる遺伝性の障害もあります。

　女性への差別とか暴力、男性への暴力もあります。障害者に

スライド 2

スライド 3

なってしまったら家族が貧困になります。学校に行けない、就職
できない、結婚、社会生活ができない。バリアフリーが行き届か
ず、障害者への社会的差別、とくに障害女性にはひどい複合的な
差別があります。法制度がまだ不備で実効力も乏しい。

　（スライド４の）このデータは古い国勢調査（1998年）ですが、
全人口の2.49％が障害者です。新しい国政調査では人数が減っ
ています。実際の障害者の数が統計に反映されていません。女性
障害者の数が圧倒的に少なくカウントされている傾向です。国内
的にはおそらく531を超える特別支援教育学校が存在します。ま
た200以上の障害者団体が障害児の教育を支援しています。

　第18次の憲法改正により、各州の自治が強化され、国家レベル
の「社会福祉・特殊教育省」は廃止され、障害者の教育や福祉は各州
の権限に移されました。これによって州や民族間の格差が出て来ま
す。農村と都市部でも圧倒的な格差があります。（スライド4-8）

スライド 4

スライド 5
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スライド 6

スライド 7

スライド 8

　障害者支援の法律は、有名なところでは2006年に策定された
障害者に関する国家政策や2009年につくられた公共の交通、バリ
アフリー交通に関するものがあります。私がパキスタンを離れた
後のことなので詳細はわかりかねますが、現在、差別禁止法に向
けて努力が成されています。障害者権利条約（CRPD）は私がユネ
スコパキスタン事務所長をしていた2011年に調印しています。
（スライド9）

スライド 9

　ネットワークインパクトについて若干述べさせていただくと、ダ
スキンによる障害者の国際的ネットワーク、アジアのESCAP（国
連アジア太平洋経済社会委員会）、APCD（アジア太平洋障害者セ
ンター）などを通じたものも重要です。またシャフィックさんの
ようなキャパシティの高い方は、ネットワークを駆使してお金を
ばっちり獲って来る。世界銀行からばっちり獲りました。権利条

約の国際会議等では他の国とのネットワークが大事です。ネット
ワークをつくって、ソーシャルキャピタルを形成する。パキスタン
にもCBR（地域に根ざしたリハビリテーション）、CBID（地域に
根ざしたインクルーシブ開発）などのネットワークがカラチのそ
ばのシンド州の方などでやっておられます。（スライド10-13）

スライド 10

スライド 11

スライド 12

スライド 13

黒田／ パキスタンの障害者の問題やその他の問題の概要につい
てお話をいただきました。ネットワークに関するお話もありまし
たが、このあと2001年より、ダスキンアジア太平洋障害者リー
ダー育成事業に参加され、現在マイルストーン障害者協会の代表
でおられるシャフィックさんよりお話を伺います。パキスタンで
は大地震も起きましたが、そういったことを乗り越えて、自立生
活センターを作られ、パキスタンの障害者運動で重要なお役目を
果たされている方です。
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シャフィック／ 障害だけについてフォーカスするのではなく、
一般社会についてもシェアしたいと思います。（スライド２の通
り）我々の人生のはじまりです。みなさんはここで始まります。
生まれた時、食べられず、歩けません。世界を変えることはでき
ません。全員がこういう始まり方をします。ネットワークとい
うのは、男性、女性というように異なったものとして始まりま
す。その後、私たちが日常的に目にする通り、さらに食料のネット
ワーク、道路のネットワーク、携帯電話によるネットワークなど
と多様化します。ネットワークは、どのようなライフサイクルにお
いても重要です。私にとって良いネットワークとは、連携を必要
とするものです。連携というのは常に異なった形、力、対象を持っ
ています。様々なパートが結びついて連携が生まれます。それ
が良い連携があれば、ネットワークもスムーズに動いていきます。
（スライド1-3）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

　インクルーシブな社会とは、様々な色の人生が連携をして行
き、そして円滑な社会につなげていくことです。私たちが持続可
能かつインクルーシブな社会を作る時には、例えば1つの形とし
て、社会起業家が必要とされます。自立生活運動などが新たな起
業を生み出すことを可能とし、様々なビジネス機会やサービスを
生み出していきます。自立生活運動の持続可能性を支える力にも
なっています。私たちの団体はパーソナルアシスタントサービ
ス、ピアカウンセリング、補助機器など、数々のサービスを社会

起業の事業分野として取り組めると考えています。

　私たちは幸運だったと思います。ダスキンのリーダーシッププ
ログラムに参加するという機会を得て、様々な人たちとの協力関
係を確立することができました。ヒューマンケア協会を訪問でき
たおかげで、私の先生となる中西正司代表に出会うことができま
した。そこではDPI（障害者インターナショナル）や、アジア太
平洋自立生活ネットワークなどの国際的な障害者運動について多
く学ぶことができました。またメインストリーム協会の代表であ
り、私のメンターでもある廉田俊二氏との出会いもありました。
さらに私たちがパキスタンで初めてのセミナーを開催した時、自
分の仕事に専念している人に会いました。パキスタンの空港で車
いすを直していた、さいとう工房の斎藤さんです。彼のサポート
があったおかげでパキスタンで車いすを作ることが可能となりま
した。今では電動車いすの製造も計画しています。

　JICA(国際協力機構)やJIL（全国自立生活センター協議会）の方々
の支えもありました。JILには500台の電動車いすを提供してい
ただきました。私の町ラホールではすでに、障害が特に重い500
人以上の人たちが電動車いすを使っています。ラホールには、ス
ロープ付きのバリアフリーのバスも走っています。これはJICA
のプロジェクトの成果によるものです。この他にも様々なプロ
ジェクトが現在進行中です。これらはすべてネットワーク、そして
連携から始まって来ており、その先には私たちが今後実現すべき
インクルーシブ社会につながって行くでしょう。私たちがネット
ワークのおかげでこれまでに達成できたものは、主に知識、情報
の交換によるものです。私たちには日本から人的資源、財政支
援、技術資源、科学技術など多くの資源が寄せられています。

　これらの連携によってパキスタンと日本の障害者運動は強力に
結びついています。私の組織であるマイルストーンだけでなく、
他の様々な組織が日本の運動に影響を受けています。パキスタン
ではCBR、IL（自立生活）など様々な方向に向けて活動していま
す。でも道筋が違うだけで最終的な目的地は同じ障害者の自立生
活です。競争する必要はありません。

　長田さんも先ほど触れた通り、パキスタンにもCBIDのネット
ワークがあります。このネットワークは新しい哲学や理念の共有
よりも、リソースや蓄え、あるいは技術さえもシェアしていくと
いう考えです。これによって、パキスタンの障害者運動に大きな
協調、ハーモニーが生まれました。パキスタンの障害者運動は障
害者法制定に向かって非常に円滑に進行しています。今年、でき
ればこの法律が成立することを願います。みなさん、短いビデオ
を見ていただきたいと思います。このビデオはマイルストーンの
活動についてご紹介するものです。（スライド4-7）

（ビデオ放映）

スライド 4
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スライド 5

スライド 6

スライド 7

　このビデオで紹介したものは、すべてネットワークで、日本並
びにマイルストーンやパキスタンの障害者運動がつながってでき
たものです。教育レベルはまだ低く、病院施設もまだ少ないで
す。それでも国が発展するためには人的資本が重要です。私たち
は若い人たちの力を活かすことができます。我々はこういう機会
を活かします。必要なものは教育、トレーニング、リソース、そ
して夢です。これらはすでに日本の障害者運動から得ることがで
きています。ありがとうございました。

黒田／ ネットワークの話をして下さいましたが、共通の目的が
あることがすごく重要だと改めて思いました。障害者の自立生活
ということだったと思います。こうしたお話、マイルストーンの
様々な活動を見せていただきましたが、その原点ともなったと言
えるのがダスキンの研修ですね。この後、2001年から2002年
の間、シャフィックさんを受け入れ、研修後も支援を続けてい
る、メインストリーム協会代表の廉田さんに話を伺います。支援
という言い方は、あまりされないということですが、アジアの仲
間と共に活動をやって来られているとのことです。

廉田／ 西宮市でメインストリーム協会という自立生活センター
をしています。2003年にアジアに自立生活センターをつくる手
伝いをすることになりましたが、そのきっかけがパキスタンでし
た。まず2001年12月頃にリハ協（日本障害者リハビリテーショ
ン協会）さんから研修生を誰か受け入れて欲しいと依頼されまし
た。メインストリーム協会では、１～２週間の単発的なものはお

断りしています。理由は、先生と生徒みたいに、大事なことだけ
を伝えるのなら本でも読んでもらえば良い、人間関係を作るのが
大事。最初は一緒に遊びまわって仲よくなり、１か月後から話を
していくというのが、うちのやり方です。そしてパキスタンから
来たシャフィックさんを受け入れたのですが、彼がまじめ過ぎた
せいなのか、「この自立生活センターの部屋には幽霊が出る」と
言って、1ヶ月足らずで帰ってしまいました。残念に思っていま
したが、その後の５月頃にもう１回話をしようとなりました。そ
の時、彼は自立生活センターに興味を持っていました。多分、他
のセンターが上手に関心を持たせたのだと思います。うちではな
いですよ。とにかく自立生活センターをやりたいので、一旦パキ
スタンに来て欲しいということでしたが、その時はあいまいな約
束のまま終わりました。

　その後、DPI世界会議が札幌であり、そこでシャフィックさん
と再会し、４～５日間、ホテルの同じ部屋で朝までずっと話をしま
した。そこで自立生活センターをやりたいのかと聞いたら、その
時はまだ悩んでいて、大学の先生もやりたいと言っていました。
「片手間で出来る仕事ではない。大学の先生なんかやめておけ」
と言いましたが、彼にも生活の糧が必要ということでした。それ
で「彼が必要とする生活費は出す」と言いました。始まりはそん
なレベルでした。それが（2002年の）10月くらいであり、2003
年の2月にパキスタンでセミナーをやることになりました。必要
資金60万円の半分の30万円を私たちがサポートするかたちで開
催することになりました。3回の大きな出会いによって、パキス
タンに行くことになりました。パキスタンの人たちの話は割り引
く必要がありますが、「障害者でもスポーツなどで多くの人が集
まることはあるが、人権やワークショップというテーマでこれだ
け集まるセミナーはパキスタンの歴史が始まって以来のことだ」
とまで言いました。自分も自立支援とか、自己決定という概念を
海外に伝道師として伝える活動は、おもしろいと思いました。そ
れが始まりで、事務所を借りて活動をすることになりました。

黒田／ 引き続き質問という形で廉田さんにお聞きします。ダス
キン研修事業は社会的インパクトをもたらすと感じます。その点
についてのお話と、研修後の関係の継続についても、お話しくだ
さい。フォローとか、支援という言い方はあまりされずに、お友
達のようになっていくとおっしゃっておられました。

廉田／ ダスキン（愛の輪基金）は良い事業をされていると思いま
す。私たちもおもしろく関わっています。フォローアップは弱い
ところと思いますが、研修の後に自立生活センターを作ることに
なったら、自分たちの出番かなと思っています。メインストリー
ム協会にはダスキン（愛の輪基金）の研修生が毎年来ていて、韓
国、ネパール、カンボジア、モンゴルと色んな国の人が来ていま
す。昨日ここで話をしたサミスさんやリンさんもそうです。メイ
ンストリーム協会を通して色んな国と連携できています。

　しかし、いつまでも自分たちが先生でいられるわけではなくて、
すぐに追い越されます。アジアのメンバーの方が頭が良くて、こち
らが学ぶことも多いです。2007年に韓国のソウルで開催された
DPI世界会議にダスキン研修を受けた仲間たちが招待されまし
た。そこで「ダスキンから生まれたアジアの自立生活センターの
ネットワークを作らないか」という話になりました。メインスト
リーム協会から生まれたと言いたいところですが、元々シャフィッ
クさんが言い出して、今は「志（こころざし）ネットワーク」という
名前で活動しています。例えばカンボジアに行って、セミナーや
「トライ」と銘打った自立をアピールするイベントを開催してい
ます。各国で活動するようになって、ネットワークが出来上がっ
て行きました。ネットワークというと大げさな感じですが、よく
考えたら、友達の輪というか、仲がいいから応援する、それだけ
の集まりです。大家族のような感じの気軽なネットワークです。
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黒田／ 確かに、奇跡のような素晴らしい事例と言えますが、こ
れはメインストリーム、マイルストーンだからできたのか、ある
いは、こういうネットワークは他でもできることか、すでにある
のか、課題も当然あると思います。長田さんに、一般論にひきつ
けてコメントをいただきたいと思います。

長田／ 誰でもできるかというと半々だと思います。ネットワーク
を構築する上で何が必要か。おふたりはおもしろく話されました
が、その裏にあるものが何かを得るために一生懸命話を聞きまし
た。やはり、まずは人、そして金と技術。人というのは確かに廉
田さん、シャフィックさんのように個人のリーダーシップが必要
です。それがないと先が続かない。意外に忘れられますが、２番
目にお金。ネットワークというとタダのように感じますが、ネッ
トワークには資金が必要です。お金を調達するメカニズムなしに
これを継続することは難しいです。3番目は、先程言った電動車
いすなど技術ですね。日本は、技術的な情報提供をする必要があ
ります。この人、金、技術がバックにあれば、ある程度ネット
ワークは成功すると思います。しかしパキスタンは大きな国で、
日本の人口の2倍です。多民族が住んでおり、国を超えたような
存在です。パキスタンの障害者リーダーで印象的な人は、こちら
のシャフィックさん含め何人かはおられますが、やはりリーダー
シップを備えた人間がまだ少ないと感じます。リーダーシップ
がまず必要であり、（それなしには）ネットワークは成功しませ
ん。シャフィックさんはネットワークを使ってお金を引っ張るの
が得意な方ですが、ネットワークはお金がかかります。日本で会
議をやって、はい終わり。お金がついたりつかなかったり。次に
いつ会えるかわからないということでは困ります。後のセッショ
ンで、資金的なサポートが出来そうな人の話が出ると思います。

黒田／ 人、お金、技術、本当に必要だと思います。こうしたこ
とをしっかりやっていかねば継続は難しいと改めて思いました。
会場にいらしている方も、聞きたいことがあると思います。いか
がですか？

会場質問者D／ シャフィックさんがワールドバンクから資金を
獲得したことを聞きたかったのですが、どういう工夫をされたの
かについて教えてください。あとシャフィックさんが手がけてい
る、世界IL（自立生活）ネットワークの状況についても教えても
らえますか？

シャフィック／ 2005年にパキスタンでは大地震がありました。
そこで、たった47秒の間に8万人の人が亡くなり、1万5千人が
障害者となりました。そのうち750人ぐらいが脊髄損傷になりま
した。パキスタンでは、十分な医療システムがないため、障害
者、脊髄損傷の人が取り残されてしまい、亡くなりました。JIL
や他の関係者に依頼して器具を送ってもらい、脊髄損傷の助けと
なる協力を得ました。私たちの活動は、すぐに国の気づくところ
となりました。世界銀行パキスタン国別局長のジョン・ウォール
(John Wall)が来てくれました。マイルストーンでは、新たに障
害者となった方に向けて自立生活の理念などを導入して、自立生
活を後押しすることができると思いました。

　それで医者との共同により、脊髄損傷の人を受け入れて合宿所の
ようなものをやり、被災地のムザファラバード（Muzaffarabad）
にある大学の学生も呼んで、自立生活という考え方を共有しま
した。そして、日本のヒューマンケア協会、政府関係者、厚労省
の方々も私たちの合宿キャンプに参加してくれました。それでパ
キスタン政府も関心がかき立てられました。ジョン・ウォールが
関心を示したことも理由です。こういった様々なネットワークが
日本の社会開発基金を得る端緒となりました。当時私たちは、年

間11億ルピアを使って150台の車いすと、聴覚障害の方用に600
台の携帯電話を提供しました。そして、ろう者のグループの方の支
援もしていきました。この基金、活動を通じて今、30以上の自立
支援センター、300以上の障害者団体ができています。まず自助
の組織ができることで能力開発に繋がり、やがて障害者団体がで
き、最終的には自立生活センター設立の流れになると思います。
税金を使ってコミュニティで活動していくやり方もありますが、
私たちはチャリティーモデルをパキスタンで立ち上げました。

　日本の障害者運動は本当に大きな意味をもちます。パキスタン
は人口が多くリソースは乏しいです。でもいつか日本と同じよう
に、たくさんのことを達成できると信じています。私たちの立場
から日本を見ると、日本は今、アジアだけでなく、世界にとって
も障害者運動のセンターであり、ベンチマークだと思います。人
材や知識を他国に出しているところは世界を見渡してもほとんど
ありません。他国の障害者をエンパワーするのは日本だけです。
他の国に出かけて行き、車いすを作っている国も日本以外にない
でしょう。

それでも残念なことが１つあります。日本の障害者運動というの
は、もっと世界に力強く訴えて良いと思います。大きなツールを
持ち、向かっていくことで、より財政的利点、社会的な利点が生
まれると思います。世界の10％、10億人が障害者です。巨大な
消費者市場です。それをなぜビジネス観点から見ないのでしょう
か。つまり新しい社会的市場です。これを使って、新しい経済リ
ソースを人類にもたらそうではないですか。日本のみなさん、自
国の障害者運動をぜひ世界に示していってください。私たちもパ
キスタンで障害者運動のリーダーとして活動して行きます。最後
になりますがダスキンからの助成に感謝申し上げます。

黒田／ シャフィックさん、ありがとうございました。後のおふたり
も最後に、これだけはみなさんに伝えたいことをお願いします。

廉田／ 始まって間もないことながら、それでもアジアに自立生
活センターができ始めて、そのほとんどが日本発信です。中南米
でも自立生活センターができています。日本から始まったのです
から、もっと興味を持って欲しいし、一度見に行って欲しいで
す。途上国の何もない中で、自立生活センターを立ち上げること
は本当に大変なことです。そこで頑張っている姿を見たら、「自
分も頑張らなければ」と受け取るものがたくさんです。自分たち
が自立生活センターを立ち上げた時もそうでしたが、やればやる
ほどお金がかかる。彼らは「お金をくれ」とは一切言わないです
が、あげることが失礼かというと、そうではないです。ぜひ訪問
して私たちと同じ思いを持って欲しいです。

長田／ シャフィックさんがダスキンの研修事業に参加したわけで
すが、最初は海の物か山の物かわからなかったと思います。それ
が大変立派になられ、障害者活動分野ではなくてはならない人に
育ちました。ダスキンが毎年出している研修生すべてというわけ
には行かないですが、10人やれば、その中から少なくとも1人あ
るいは2～3人が、帰国して大きな資源となってくれる。ダスキン
さんのみならず、今日は民間の方も来られていると思いますが、
みなさんにとって人を訓練することも投資なわけです。ぜひ今後
も継続していただきたい。お金はものすごく必要です。お金が失
礼なんてことはありません。30年国連で勤務して分かったのはそ
れです。人的資源をつくる資金、技術提供の資金。今日来られた
方で提供できる方は、継続してサポートしてあげてほしいです。

司会／ それではセッション3を終了とさせていただきます。
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プロフィール

「障害者が自ら仕事をつくる起業と

原田 紀久子／ Kikuko Harada （日本）
（特非）アントレプレナーシップ開発センター理事長

主として若者を対象としたアントレプレナーシップ育成の教育事業を行っているが、福祉分野につい
ては、福祉施設で働く職員の研修、利用者の仕事づくりや賃金向上、就労支援等の事業に携わる。
その他役職：公益財団法人京都地域創造基金理事、認定特定非営利活動法人環境市民理事、京都
府地域創生有識者会議委員、京都府雇用創出・就業支援計画推進会議委員、京都府障害者雇用促進
会議委員、京都府工賃向上計画検討委員等を務める。

モデレーター

初瀬 勇輔 ／ Yusuke Hatsuse （日本／視覚障害）
（株）ユニバーサルスタイル／（株）スタイル・エッジMEDICAL  代表取締役

1980年長崎県佐世保市生まれ。青雲学園中学校・高等学校を経て中央大学法学部 法律学科に進学。
弁護士を目指していた在学中、緑内障により中心視野を失い視覚障害となる。失意の底にあったが、
高校時代に打ち込んだ柔道を再開することで、障害を受容するきっかけと出会う。2008年、柔道
再開からの目標であった北京パラリンピック出場を果たす。大学卒業後、大手人材派遣会社の特例
子会社に入社、さまざまな障害のある社員の指導・トレーニング・マネジメントに従事する。障害
者雇用に広く貢献するため、2011年、株式会社ユニバーサルスタイルを設立。代表取締役就任。
障害者雇用に、障害のある当事者としての切り口から、アプローチする。2018年、株式会社スタイ
ル・エッジMEDICAL代表取締役就任。障害者雇用促進で培った経験から企業の健康経営をサポート
する。パラリンピアンとしてパラリンピックの魅力を伝える講演活動も精力的に行う。2012年ロン
ドンパラリンピックではＮＨＫにて視覚障害者柔道選手として初めて解説を担当した。2013年東洋
経済にて次世代リーダー50人に選ばれる。また、2018年よりNHKブレイクスルーにて「障害者雇
用もっと両想いを増やそう！プロジェクト」のプロジェクトリーダーとして出演。

ゲストスピーカー

尾中 幸恵／ Sachie Onaka （日本／聴覚障害）
コーヒーハウスCODA 店主 

手話カフェ＆BAR コーヒーハウスCODA経営12年目。調理師専門学校を卒業後、イタリアンレス
トランを希望するが、手話が通用せず、コミュニケーションの大きな問題に直面し、断念する。
しかし、その夢を諦められず、25年後にようやく手話カフェをオープン。手話に親しむ環境づく
りを心がけ、手話を通じて働きやすくなること、そして、ろう者でも健常者と同じように経営で
きることをアピールしている。人生は一度だけ。一度諦めかけた夢をかなえることができた私は、
ひとりでも多くの人が夢を持って生き抜くことを願っている。1964年生まれ、滋賀県在住。

ゲストスピーカー

ナムチョック・ペットセン／ Namchok Petsaen （タイ／肢体障害）
フォーオールエイブル代表  

ウェブ開発のフリーランサーとしての仕事に5年間取り組んで来た。フリーランサーとして仕事をしてい
た当時、「フォーオールエイブル」というオンライン・プラットフォーム開発のため小規模チームを立ち
上げた。その鍵となる設計コンセプトは「あらゆる人にとってアクセシブル、エンジョイアブル、イン
クルーシブであること」。フォーオールエイブルのプラットフォームは障害者（PWD）のためのユニー
クなオンライン・プラットフォームとして設計されており、アクセシブルなツーリズム、就業の機
会、教育、スポーツ、芸術、ニュース、イベント、障害者のための市場（機器、商品、サービス）および
エンターテインメントに関する情報を提供している。このオンライン・プラットフォームは長期にわ
たるビジネス・モデルとして障害者のための適切で持続可能なオンライン・ビジネス・ソリューション
に重点的に取り組んでいる。

ゲストスピーカー
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原田／ まず私のNPO法人についてですが、主にアントレプレナー
シップに関わるテキスト教材やネットで学べる教材を作り、それ
らを使って指導者研修もしています。また、学校の授業で実際に
活躍している起業家のお話を聞いてもらったり、地域資源を使っ
て商品開発をしている学校については、オンラインの教育サイト
（http://www.youthenterprise.jp/）で情報交換ができるよう
サポートをしています。（スライド1-5）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

スライド 4

スライド 5

　他にも、日本では商店街がかなりさびれて来ておりまして、そ
ういう所で地域の子どもたちが、賑わいづくりのイベントを開催
したり、お土産作りをして販売したりという活動もしています。
大人向けには、実際に起業のための講座開催などをしています。
また、福祉施設の就労支援事業において、いかに魅力的な商品
をつくり、どうしたら工賃が上げられるかという助言や、講座開
催・職員研修なども実施しています。そして、就労支援の事業所
の利用者の障害者の方で、一般就労、企業就職できそうな方がい
たら、企業に紹介する事業をしたりもしています。私どもは、障
害の有無、起業するかどうかにかかわらず、あらゆる人が生きて
行く上で、アントレプレナーシップ、新しいことに挑戦して達成
する力が必要と考え、（これらの事業を）推進しています。（スラ
イド6-7）

スライド 6

いうオプション」
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スライド 7

　今日はゲストスピーカーで３人の方に来ていただいています。
これらの方々が起業してがんばっている、その体験を通じて、実際
に起業するメリット、成功の秘訣を学びながら、誰にもアントレプ
レナーシップが必要だということを理解していただき、自ら起業
して経済的自立や社会参画を実現する可能性、そのために必要な
応援には何があるかを考えるセッションにしたいと思っておりま
す。まず最初に、ゲストスピーカーとしてお話いただくナムチョッ
クさんは、14歳の時に事故で歩けなくなった方ですが、ウェブ
開発の仕事をしつつ、障害者向けにフォー・オール・エイブルとい
う事業をタイで立ち上げられました。2014年にダスキンのリー
ダーシップ研修（15期）でも来日されています。（スライド8）

スライド 8

ナムチョック／ 私がスピーカーに呼ばれて驚いています。ダス
キンの研修に参加する前、事故で脊髄損傷を負った私はこの後ど
れくらい生きていられるか心配でした。しかし、研修に参加し
て、日本では脊髄損傷を負っても長期に渡って生きておられる方
のことを知りました。その時、私は18歳でしたが、それが私の
疑問の答えになり、まだ自信をもって生きていけると確信できま
した。それが今日まで私を支え続けてくれています。日本はアク
セシビリティが高く、いろいろな所に行けます。井谷(いたに)さ
ん（自立生活センター星空代表）のところで研修も受けました
が、皆さん、とても楽しんでいて、パーティーをたくさんするこ
とも、とても気に入りました。タイではできないことでした。障
害を持つ人が一緒になって、本当の意味でインクルーシブが実現
できていると感じました。

　タイに帰国してから一生仕事をする上で、どんなビジネスモデ
ルを取り入れたいか、アクセシシブルでありたいのか、インク

ルーシブでありたいのかについて考え、フォー・オール・エイブ
ルという（ネット上の）プラットフォームを考えました。そのた
めにタイで友達と旅行業務に携わり、ホテルや国内の交通手配か
ら始めました。雇用機会、教育、スポーツ分野も手がけていま
す。障害者が必要とする機材提供、オンラインサービスも提供し
ます。このプラットフォームを通じて商品販売ができるので、興
味をもってくれるような会社を招き、参加してもらっています。
少しずつ前進しています。今は、アイデアを実際の商品にするた
めの活動をしています。プラットフォームの本格稼動は実際には
来年ですが、アクセシブル・ツーリズムについては、今年すでに
実現できています。（スライド1-5）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

スライド 4
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スライド 5

　まず事業の主力は、やはり観光の分野で、プラットフォームの
70％を占めています。現在、障害者が独力で旅行ができるよう
に、データ収集と検索・情報共有システムの提供を行っていま
す。障害者のためのアクセシブル・ツーリズムやアクセシブルな
場所に関する情報提供もしています。（スライド6）

スライド 6

　次の段階としては、オンラインマーケットへの進出を考えてい
ます。ここでは障害者が、例えばカンボジアにいる人とビジネス
ができるように支援しています。主にハンドメイド商品を売る予
定ですが、日本からの車いす、パキスタンや他の国からの商品も
このプラットフォームで売ることができます。グローバルなEコ
マースの市場を作り、みんながビジネス参画できるようにやって
行きます。これらは障害を持つ人だけでなく、企業にとっても素
晴らしいチャンスになると思います。（スライド7）

スライド 7

　次はスポーツとエンターテイメントです。私はアメリカで勉強
したことがあり、アイスホッケーチームに入り、とても楽しかっ
たです。競技大会にも参加しました。スポーツチームをつくり、
チームのプロフィールをウェブサイトに掲載しました。いろいろ
な人がスポーツに関する知識を共有する場ができると嬉しいで
す。障害を持つ人たちも、どんなことが起きているかを知り、プ
ラットフォームに参加できます。（スライド8）

スライド 8

　次は雇用についてです。やはり、障害を持った人にとっては興
味がある分野です。タイでも学校を卒業後、仕事を探すのがなか
なか難しい状況です。障害者はどんな仕事があるかも分からない
上に、どんな仕事を探すべきかも分かりません。それで、まず企
業に対して障害者が仕事を探しているということを伝え、企業側
からも求職情報を載せられるようにしています。障害者が自分で
応募できるような仕組みにもなっていて、今後もっと多くの雇用
機会を伝えられるようにと思っています。（スライド9）

スライド 9

　次に教育分野です。オンラインの学習コースを提供します。例
えば障害者の場合、勉強したいことがあって職業訓練校に行こう
とすると、申し込みを断られることがあります。しかし、オン
ライン学習コースがあれば障害があってもどこでも学ぶことがで
き、実際の仕事や就職に必要な能力や専門性を獲得できます。障
害者が専門知識を獲得してその分野で活躍することを支援してい
るわけです。（スライド10）

スライド 10

　次に、いろいろな国の障害を持った人たちとビジネスをやるこ
とを目指しています。昨日のセッションでカンボジアやモンゴル
の事例が紹介されていましたが、大変興味深い取り組みです。モ
ンゴルのゲストスピーカーもアクセシブルな観光事業活動をやっ
ているそうで、楽しみにしています。テクノロジーの活用を通じ
てアクセシブルなツーリズムの実現ができると思います。（スラ
イド11）
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スライド 11

　もちろん、困難な問題もありました。例えばタイでは、ITのビ
ジネスがどのように機能しているかあまり理解されていないからで
す。事業の立ち上げ時など、最初は1人で戦う必要がありました。
私の場合、幸いITビジネスを理解してくれるパートナーに恵まれ、
とても良かったです。良いパートナーとして何でも相談できる関係
ができており、うまく機能しています。（スライド12-15）

スライド 12

スライド 13

スライド 14

スライド 15

　最後にメッセージを伝えます。今回私が日本に来られたことは
幸運でした。同じ情熱、考えを持ついろいろな国の人と時間を共
有することができたからです。私たちの間で情報交換することを
楽しみにしています。情報を得たものをうまく活用し、日本での
経験を私が持っているタイのプラットフォームで活用したいと思
います。

原田／ 次に、尾中さんにお願いします。尾中さんは兵庫県ご出
身で、2歳の時に失聴され、それを経て調理製菓専門学校に進み
ました。講師として手話の普及につとめつつ、カラーコーディ
ネートなど様々な資格を取得され、39歳でカラーサロンのオー
ナーになられるなど幅広く活躍されています。

尾中／ ご紹介ありがとうございます。ビデオを先にご覧ください。
2分間です。

（ビデオ放映）

尾中／ ご覧いただけたでしょうか。「ろうを生きる、難聴を生き
る」という番組で、昨年（2018年）の終わり頃に放送されまし
た。「ヒューマンチャレンジ2018（NHKの短編動画でもっとも印
象に残ったものを視聴者の投票で決定するプログラム）」でトッ
プ賞をいただきました。最初に映っていたお客様は、店主がろう
者ということで驚いています。当初は、私が聞こえないことに気
付かれないことや、「手話を使う場所ですか」と問われることが
ありました。手話に関心を持ってくれる人もいますが、手話講座
に通う時間がなかったりします。このカフェで手話が勉強できる
と、少しずつ手話を覚えたお客様もいらっしゃいます。そういう
ことは本当に嬉しいことです。

　私の生い立ちですが、２歳の時に耳が聞こえなくなりました。
その後、ろう学校に通い、寄宿舎で生活しました。高校3年生の
時に進路相談がありました。子どもたちの世話が好きでしたし、
保育士もいいかなと思っていました。でも進路指導の先生に、
「保育士になって、子どもを相手にした時に、例えば泣き声、け
がをして大声で泣いた時に気づけないのでは」と言われました。
子どもの安全という命に関わるような仕事はそこであきらめざる
を得ませんでした。

　実は私は食べることも好きで、母のすすめもあり調理師の専門
学校に進みました。ろう学校の高等部を卒業した後は、聴こえる
人とも共に学びたいという期待もありました。1年間で無事に卒
業しました。私はイタリア料理、ワインが好きでしたので、卒業
後に就職のためにイタリア料理の店長のところに行きました。で
も、ろう者と会うのは初めてらしく、あまり良い顔をされません
でした。「調理場での緊急事態のせいで、すぐに言葉でやりとり
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することが必要な場合もあります、手話は通じませんよ」という
ことであきらめました。（スライド1-2）

スライド 1

スライド 2

　それでも料理への夢をあきらめず、結婚後も地元ろうあ協会で
料理関係のイベントでボランティア活動などをしていた最中、コー
ヒーハウスCODAを始めることができました。きっかけは家の近
くにあった喫茶店のオーナーが体調不良になり、「代わりの人を探
している」と主人の父から聞いたことです。何かの縁だと感じて、
すぐ私は名乗りをあげましたが、周りの人からはろう者が店をや
ることはコミュニケーションの点で難しいと心配されました。オー
ナーは電話でコーヒーの注文を取ることがあったのです。私は手話
のできるスタッフと協力すれば乗り越えられると思い、聞こえる
スタッフを採用するという条件で受けました。家族も協力すると
言ってくれました。みなさんに助けていただき、何とか今日まで
12年間、やって来られたと思っています。（スライド3-4）

スライド 3

スライド 4

　これはお店を外から見た様子です（スライド5）。入口です。夜
にはバーをやっています。ろうのお子さんを対象としたケーキ作
り教室もやっています。最後のスライドは起業を考えている方の
参考になればと思い、私が仕事で大切にしていることについて書
いたものです。（スライド5-9）

スライド 5 

スライド 6 
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スライド 7

スライド 8

スライド 9

原田／ 次は、初瀬勇輔さんです。長崎県出身で24歳の時に緑内
障により中心視野を失い視覚障害になられました。高校生時代に
やっておられた柔道を再開され、派遣会社の特例子会社で働きつ
つ、視覚障害柔道選手としてもご活躍されています。2011年に
経験を活かし、株式会社ユニバーサルスタイルを設立されていま
す。講演セミナー活動もされています。

初瀬／ 子どもの頃は医者になりたいと漠然と思っていました
が、高校生の頃、法律を勉強して弱者の助けになりたい、将来、
弁護士になりたいという夢に変わりました。柔道は中学から始
め、高校3年で長崎の強化選手になれましたが、そこから上には
いけず、心残りのまま引退。その後、大学受験浪人中に右眼の視

野をほとんどなくし、大学へ進学して司法試験の勉強を始める
頃、さらに左目も悪くしました。緑内障でした。司法試験は文字
情報をたくさん使うので、点字を使うとなると自分の夢をあきら
めざるをえませんでした。

　視覚障害になって1年位経った大学４年生の夏頃、視覚障害者
柔道に出会いました。柔道場はフラットで段差がない。柔道は組
んで練習するので、目が見える人も見えない人も一緒に出来る、
平等だと改めて感じたのです。障害の受容のきっかけになりまし
た。全日本の大会で優勝したりすることもあり、そこからパラリ
ンピックを目指して行きました。（スライド1-4）

スライド 1

スライド 2

スライド 3
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スライド 4

　柔道でパラリンピック出場を目指していた私は、就職活動は可
能と考えていましたが、実際は120社落ちたのです。その多くは
書類選考で落ちました。聞いたことのない会社でもどんどん応募
してどんどん落ちて、そこでたった1社だけ、採用していただい
たのが人材派遣会社の特例子会社でした。（スライド5）

スライド 5

　この会社で障害者として働く間、パラリンピック出場も実現で
きましたが、もやもやした気持ちでいました。この会社は仕事の
量が少なく、夕方５時半にタイムカード前に行列ができるような
状態でした。居心地は良かったですが、元々自分は「仕事が与え
られないのであれば、自分の仕事は自分でつくろう」と思ってい
たわけです。2011年の震災の時に、「毎日同じ明日が来る保障
はない」ことを思い出して、とうとう起業に飛び出しました。パ
ラリンピックに出たことは障害を受容するきっかけになりました
が、僕は仕事をしてからの方が自分の目が悪いことを笑っていら
れるようになったと思います。（スライド6）

スライド 6

　今、僕は2つの会社の代表をやっています。1つは株式会社ユ
ニバーサルスタイル。こちらは2011年創業です。主な業務は障
害者の就労のコンサルティングです。ここには、100社以上採用
を落ちた僕の経験がある。自分が優秀だとは思わないが、100社
も落ちていたことについては、何か隔たりがあると思いました。
障害者へ書類の書き方を教える人がいなかったのではと思ったり
します。特例子会社で何人もの障害のある人と働いてきた経験も
あるので、そういったことを活かす契機になりました。もう1つ
は、株式会社スタイル・エッジMEDICALです。産業医との連携
を図る仕事です。トレーニングジムの経営をしたり、健康経営の
アドバイスをしたりしています。障害者が働く時や社員が癌など
重病で戻ってきた時に産業医の先生方のアドバイスが要ります。
これらの仕事を通して、社員の雇用や人材の多様性が守られて行
くだろうということで始めました。（スライド7-8）

スライド 7

スライド 8

　「失ったものを数えるな。残されたものを最大限に生かせ」、
パラリンピックの父が残したとされる言葉。情報取得やスピード
を求められる時、応えられないこともあります。そこは人に任せ
る、自分ができることに専念して行く。起業の時は、これは必ず
必要になります。残されたこと、自分ができることに注力するこ
と、それを心の支えとしています。（スライド9）
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スライド 9

　最後にお伝えしたいのが、「行動することで自分を変え、世界
を変える」ということ。目が悪くなって2年近く、何をすべきか
色々考えましたが、考えるだけで発信しなかったので何も変わり
ませんでした。みなさん、何か思うことがあれば言葉に出して言
う、誰かに相談する、話してみる、作って売ってみる。起業を目
指すなら、毎週１度ぐらい、そのことに時間を使う。既に、この
場にいらっしゃっていること事態が行動そのもの、起業に向けて
の第一歩だと思います。僕自身、行動し続けます。ぜひ一緒に、
行動して行きましょう。（スライド10）

スライド 10

原田／ それでは、事前にお伺いしている質問がありますので、
まずそれからお尋ねさせていただきます。時間が許せば会場の方
の質問を受けたいと思います。最初の質問が、ご自身で起業し、
苦労したこと、そして、それをどう乗り越えたのか。また、どん
な応援があって助かったか。順番にお願いできますでしょうか。

ナムチョック／ 難しかったことですが、ビジネスモデルとして
どんなものがいいかを考えるのに苦労しました。タイで車いすの
人が何かをやろうとすると、社会奉仕ぐらいかと。チャリティで
なくビジネスだと分かってもらうことも難しかったです。人に話
をする時も、どんなバックグラウンドを持っているか聞かれま
す。ITは知っていても、ITビジネスはわからないかもしれない。
ウェブサイトを作った経験を話し、これからフレームワークをつ

くって大きなプロジェクトを作ったら、障害者が持続可能な存在
になると話しました。１人でやることは無理で友人の協力ででき
ました。お金がないこともありましたが、チャンスをつかむま
で、とにかく前進し続けました。情熱がなければ続かない。でも
続けていれば必ずシステムに投資する人も見つかると思っていま
した。

尾中／ 苦労したことですが、たくさんあります。いつもお気に入り
の席が空いてないと、お客様が待ちきれずお帰りになってしまう。
聞こえないことで、席に関するやりとりをするのが難しい時もあ
ります。そのため回転率は悪く、苦労しています。私はタバコも苦
手であり、禁煙の張り紙をしていますが、古いお客様でタバコを
吸いたい方もいるので、そこの調整がすごく苦労しています。

初瀬／ 起業する時、アドバイスするとしたら、もしお金がない
なら、ないなりにできるビジネスを考えるべき。それで障害者雇
用の知識、ノウハウを売る仕事にしようと。元手が不要。僕が汗
かくだけ。ただし起業してからはみなさんが培ってきた「人間
力」「ご縁」「誠実な姿勢」が試されると思います。

原田／ 今の初瀬さんのお言葉につながりますが、元手があまり
掛からない事業でも、起業準備期間は安定した収入がなくなるの
で、少なくとも自分の生活だけは何とかしないといけないですよ
ね。起業に必要なお金をお三方は、どうお集めになられたのか、
そして現在の事業の採算はどうなっているか教えていただけます
でしょうか。

初瀬／ 起業した時、最初は資本金が150万円くらいしかありま
せんでした。生活費で言うと、奥さんと一緒に住んでいたので、
とにかく奥さんに飯を食わせてもらおうと思いました。売上が上
がらなくても、一緒に住んでいるので何とかなるだろうと。みな
さんは半年～１年ぐらいの生活費を確保した上で、チャレンジさ
れると良いと思います。ユニバーサルスタイルについては人材紹
介という業態ということもあり利益率は高いです。

原田／ よい奥様を持たれてラッキーでしたね。尾中さん、お願
いします。

尾中／ 前のオーナーが内装、設備をそのまま残してくれました
ので、資金は準備しなくて済みました。でも始めてみると採算が
とれません。少ないメニューだけでは儲からないので、いろいろ
考えました。お客さんから「夜、お酒飲めたら良いな」「カフェ
CODAで何か学べたら」「ケーキ作り教室、着物のセミナーが
あったら参加したい」といった要望がありました。その声を大事
に聞き、イベントを開催して、それが売り上げにも貢献して来た
と思っています。

ナムチョック／ 当初、お金もなく、私が生き抜くだけで精一杯
でした。最初は自分が一生懸命働き、(１日)数ドルで生きて行く
生活でした。最低限のコストだけ使ってきました。例えば、ス
タッフに払うお金、コンピュータサーバーのお金、外注のお金。
それをちゃんと獲得するのに2年かかりました。その間にプラッ
トフォームを立ち上げました。実際のユーザーのことも考えまし
た。実際に使ってくれる方が5万人以上いたら、採算は取れると
思いました。そのようにして興味関心を引きつけました。今後も
採算性は実際のユーザー数次第ですが、でも準備期間で多くを学
べました。
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原田／ 専門スキルがあり、それを活かしてできる事業なら、ス
タートアップのお金は何とかなるということですね。さて最後の
質問になりますが、「起業された時と、雇われてお給料をもらっ
ている時との違い」と「事業で成功するには、どんなことが大切
だと思われるか」についてお教えください。

初瀬／ 言いづらいことですが、最初に就職した会社は本当に給
料が安く、これぐらいの給料だったらまたどこかでもらえると思
いました。その意味で独立のリスクは低いと感じました。サボっ
たら収入はありませんが、自分のやったことがそのまま会社の収
入になる。非常にやりがいを感じる部分です。サラリーマンの時
より収入は多いですし、どんどん楽しくなってきています。成功
の理由でいうと、「ご縁」とか「つながり」を大事にしてきたこ
とがありますし、いただける仕事であれば、最初は何でもやって
いました。もちろんそれを誠実にこなして行く。そういった積み
重ねが現在の状態につながったと思います。

尾中／ 成功のポイントですが、イベントの中での成功例があり
ます。実は、恋活と婚活パーティーをイベントでやっています。
２月16日、毎年この日に実施しています。その中で実はこれまで
9組のカップルが成立し、3組は結婚されました。私は人が幸せに
なるための応援をして、良い報告が聞けてとても嬉しいです。

ナムチョック／ フリーランスになる前ですが、その時には本当
に言われたことをやるだけでした。今は自分で経営しているの
で、成功するためには何をすべきなのか、どんなことをすれば、
より良くなるのかを常に考えています。あとは投資ということも
考えています。チームとして良くして行くということの大切さも
あります。正しい方向性でやっているかということも大切です。
今、みんな一生懸命働いています。

原田／ このセッションは事業を作り出すというテーマで進めて
きました。３人の方はプライベート・カンパニーとして収益事業
をされているということで話を伺いました。どのような事業で
も、立ち上げて新しいことを興すとなると、お金、あるいは応援
者が必要になります。ぜひみなさん、アントレプレナーシップを
発揮し、多くの人を巻き込んで、必要なお金を獲得して、夢を叶
えてもらいたいと思います。既に起業されているみなさんも、今
はうまくやっておられても、これから事業が大きくなったり、大
変な時を迎えたり、失敗を乗り越えたりがあるでしょう。みんな
で協力して、よりよい社会をつくるために一緒にがんばっていけ
ればと思います。

司会／ これにて、セッション4を終了します。
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プロフィール

「社会課題解決に向けた投資資金提

伊藤　健 ／ Ken Ito（日本）
慶応義塾大学大学院 政策・メディア研究科 特任講師 

米国サンダーバード国際経営大学院（Thunderbird Global School of Management）にて経営学
修士課程を修了後、ゼネラル. エレクトリック. インターナショナル（GE International）に入社。
シックス・シグマ手法を使った業務改善や、コーポレート・ファイナンス部門で企業買収後の事業統合
等を行う。勤務の傍ら、2005年よりソーシャルベンチャー・パートナーズ東京へパートナーとして
参加、ソーシャルベンチャーの育成支援を行う。2008年にはゼネラル. エレクトリック社を退職、
2010年まで社会イノベーションセンターの立ち上げに向けてNPO法人ISLの運営に関わる。2010
年より慶應義塾大学政策・メディア研究科　特任助教。2016年より特任講師。主に社会的インパ
クト評価を中心に研究。他、アジアン・ベンチャー・フィランソロピー・ネットワーク東アジア統括。

モデレーター

松原　 稔／ Minoru Matsubara（日本）
（株）りそな銀行アセットマネジメント部責任投資グループ  グループリーダー

1991年4月にりそな銀行入行、年金信託運用部配属。以降、投資開発室及び公的資金運用部、年金
信託運用部、信託財産運用部、運用統括部で運用管理、企画を担当。2017年4月より現職。
2000年 年金資金運用研究センター客員研究員、2005年年金総合研究センター客員研究員。
日本サステナブル投資フォーラム運営委員、PRI（国連責任投資原則）日本ネットワークコーポレート
ワーキンググループ議長、持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則運用・証券・投資銀行業務
ワーキンググループ共同座長兼運営委員。経済産業省「TCFD研究会」ワーキンググループ委員。
経済産業省「ESG投資を活用した産業保安に関する調査研究会」委員。日本証券アナリスト協会
検定会員、日本ファイナンス学会会員。

ゲストスピーカー

功能 聡子／ Satoko Kono（日本）
ARUN 合同会社　代表

国際基督教大学、ロンドン政治経済大学院卒。民間企業、アジア学院を経て1995年より10年間カ
ンボジアに在住。NGO、JICA、世界銀行などの業務を通して、復興・開発支援に携わる。カンボ
ジア人の社会起業家との出会いからソーシャル・ファイナンスに目を開かれ、その必要性と可能性
を確信しARUN（アルン）を設立。日本発のグローバルな社会的投資プラットフォーム構築を目指
して活動している。第三回日経ソーシャルイニシアチブ大賞国際部門賞受賞。
がんを治療しながら働く家族を支えた経験から、「がんと就労」に取り組む民間プロジェクト「が
んアライ部」を発足。がんになっても、いきいきと働くことができる職場や社会を目指している。
他、認定NPO法人ARUN Seed代表理事、がんアライ部共同代表発起人。

ゲストスピーカー

鈴木 真里 ／ Mari Suzuki（日本）
公益信託アジアコミュニティトラスト チーフプログラムオフィサー 

企業調査会社、（特非）国際協力NGOセンター（JANIC）を経て、2005年3月（特活）アジア・コ
ミュニティ・センター21（ACC21）設立に関わり現在事務局長・理事。2001年よりアジア現
地NGOへ資金助成を行う日本初の募金型公益信託アジア・コミュニティ・トラスト事務局を担当
し、アジア諸国（フィリピン、インドネシア、カンボジア、インド、スリランカ、ネパール、ラ
オス、ベトナム等）で事業発掘、モニタリング、評価を行う。ACC21自主事業ではマイクロファ
イナンス、自然農業、カンボジア・コミュニティ幼稚園、アジア社会起業家育成塾、パナソニッ
ク、インドネシアNGOとの協働事業、スリランカ女性支援事業等を担当。

ゲストスピーカー
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伊藤／ 慶応大学の伊藤です。本日のテーマは「社会課題解決に向
けた投資資金提供の流れをいかにつくるか」ということです。特
に今日は障害というキーワードで、通常、助成金や寄付金をもと
に行っている取組みとは別に、「投資的な資金で事業を支えるこ
とができるか」ということについて議論します。私は大学でこう
いう研究をしつつ、アジアの社会的投資の協会組織、様々な財団
などが加盟する協会の日本の代表もしています。実践に基づいた
話をみなさんから伺えればと思います。今日の議論ですが、既に
会場に来られているダスキン元研修生の方から、「障害のある人
がいかに経済的機会を生かして、（社会）課題を解決して行けるの
か」、そして「具体的にそのための資金をいかに獲得するのか」
について知りたいとの発言がありました。これら2つのポイント
を勘案し、議論を進めます。私が最初に、社会的課題に向けた投
資的な資金をどうするかをお話しした後、３人のゲストスピー
カーの方、それぞれ違う領域で提供をしている方にプレゼンテー
ションをいただき、議論をしたいと思います。

　まず社会的投資についてですが、これは寄付的な資金と商業的
投資が、ハイブリッドになっている、単に助成金で何か事業をし
ているのではなく、売上が上げられるような事業もある。つまり
ビジネスするだけではなく、同時に社会的な便益も生み出すとい
うソーシャルビジネスが大きくなってきたわけです。それに対し
て、一般企業、投資家も単にお金儲けのために投資するのではな
く、投資により社会的な企業をサポートするという動きが反対側
から出て来ました。その2つが出会うところで、社会的な投資が
出てきております。（スライド1-3）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

　社会的投資にも様々あります。普通に投資をするのと同じだけ
の金銭的な見返りを求め、かつ、社会的な価値も高いものに投資
したいという、少しわがままな投資家がたくさんいます。それ
から財団とか、これまで助成金で出してきたけれど、助成金でお
金を出すとそれは戻ってこない。例えば、半分とか８割でも戻れ
ば、それを再利用して新事業に投資できるお金をリサイクルでき
るという観点で、助成金的発想から投資に動いてきたという場合
もあります。今見てもらうのが、社会的事業のスペクトラムとい
う言い方をしますが、スペクトラムというのは虹の色を考えてい
ればいいですが、赤、青とはっきりとは分かれていませんね。だ
んだん色が変わっていく。社会的企業には、これが社会的企業
で、これはそうじゃない、というのはありません。どんな企業に
も社会性はあります。ただ、それが金銭的利益を優先するか社会
的利益を優先するかのバランスがあるということです。黄色の
枠。向かって左側、これは社会的なインパクトを追求する。金銭
的利益はあまり考慮しないところです。右側の色の濃い赤い部分
は、財務的リターンを期待するものといった様に、様々なタイプ
の事業があります。一般企業も、このなかのどこかに位置すると
いうことです。（スライド4）

スライド 4

　１つご理解いただきたいのは、お金の話。企業が社会的インパ
クトを優先するのか、あるいは、財務的なインパクトを優先する
かで、お金の出し方が変わってくるということです。３つの代表
的な社会的投資のモデルがあります。一番上、ベンチャーフィラ
ンソロピーのモデル。投資的観点でお金は出すものの、助成金、
寄付金というカテゴリーがあります。真ん中はインパクト・イン
ベストメントというところです。投資的リターンを期待すると同
時に社会的なインパクトも出していきます。最後のところ、ESG
投資です。一般的には上場している株式や債券に投資する。株式
を市場で買う時、どの会社がいちばん社会的に良い活動をしてい
るかを考慮して、投資先を選択するというもの。見たとおり、投

供の流れをいかにつくるか」
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資対象がどういうものかでお金の出し方が変わってくるというこ
とです。（スライド5-6）

スライド 5

スライド 6

　もう１つ申し上げると、社会的インパクト投資が、いま世界的
に大きな議論になっているのが、第３の軸としての社会的インパ
クトです。ふつう投資は２軸で考えます。リスクとリターン。リ
スクは投資したお金が戻ってこないリスクがあることを考える。
リターンは、投資したお金が増えて財務的見返りがあることを考
える。それに加えて社会的なインパクトを勘案して考えること
が、いま議論になっているわけです。今日は３人の方々が違った
事業をしているので、その話を聞くと、モデルがいろいろあるこ
とがご理解いただけると思います。はじめのスピーカーの鈴木さ
んに、社会的投資をどう捉えているかお話しいただきます。（ス
ライド7-19）

スライド 7

スライド 8

スライド 9

スライド 10

スライド 11
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スライド 12

スライド 13

スライド 14

スライド 15

スライド 16

スライド 17

スライド 18

スライド 19
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鈴木／ 公益信託アジアコミュニティトラストの鈴木です。ACT
ということで知られていますが、アジアを1つのコミュニティと
捉え、それに対して投資をします。金銭を信託する日本で最初
の募金型の公益信託で来年（2020年）の11月で40周年を迎えま
す。個人や民間企業の信託基金を設定し、そこから拠出していま
す。最近の特徴としては、日本国内とアジアのつながりを大事に
される寄付者が増えている点です。直近ですと、日本を含め7カ
国で支援しています。（スライド1-3）

スライド 1

スライド 2

スライド 3

　仕組みは、運営母体のACTがプロポーザルを申請して、助成
金を出すということになります。対象は、住民組織や教育機関、
たまに政府がそういったアクターとなり、私たちのパートナーと
なっています。支援対象者は広範であり、教育から保健、文化の
振興、調査研究、様々な分野が対象となっています。ACTの強
みは、現地のNGOが実施主体であることです。過去40年活動し
ていますので、色んな国とのネットワークがあります。そしてお
金を出す側からすると、1,000万円以上のご寄付であれば、だい
たい１～２ヶ月で特別基金が設定されます。つまり煩雑な事務手
続がないことも強みになります。寄付者は税制上の優遇措置を受
けることができます。アジア各国のパートナーに日本に来ていた
だいて振り返りのための会議を開催した時に、現地のパートナー
から、例えば南南協力、情報技術を活用したもの、ソーシャル・
エンタープライズ、BOPビジネス、チャンピオン（リーダー）の
育成などに対する支援に力を入れて欲しいという提案を受けまし
た。障害を持つ人が便益を受ける内容のものについても支援して
います。そのうちの１つとして、カンボジアのポーサット州の3
年間のプロジェクトについて紹介します。障害のある子どもの総
合学級クラスを現地に作りまして、他の子供達と一緒に学べる環
境づくりを行いました。そのためにスロープを設けたり、先生の
研修をしたり、リハビリテーションセンターに紹介し、定期的に
リハビリの活動できるようにする。そういった、総合的なアプ
ローチでのプロジェクトでした。助成金は年間200万円程度で、
現地のNGOに対し助成をしました。（スライド４-15）

スライド 4

スライド 5

45



セッション 5

アジア太平洋障害者連携フォーラム2019 
社会を変える障害者のネットワークと日本の役割

スライド 6

スライド 7

スライド 8

スライド 9

スライド 10

スライド 11

スライド 12

スライド 13

46



セッション 5

スライド 14

スライド 15

　これは障害を持つ子どもたちの親の写真（スライド16）です。
マイクロファイナンスといって、障害者の保護者が実際に生計を
建てられるように100～200ドルぐらいの少額の資金を融資し、
農業や小店舗を運営したり、養鶏をしたり、そういったビジネス
に融資をして、その利益が上がった時に返済するような仕組みで
した。もう１つの事例は、ACT特別基金「大和証券グループ津波
復興基金」による10年間の助成プログラムから助成したスリラン
カのプロジェクトです。被災した女性たちが立ち上がり、約70も
の女性組織を立ち上げました。彼女たちが自立し、組織運営し、
利益が出るような形で伴走して来ました。参加メンバーも1,300
人程度にのぼりました。生計をたてなおした女性たちは店舗運営
やシナモンの木を集めて売ったり、ココナッツを集めて売ったり
しています。経済的な便益が生じただけでなく、女性の意思決定
能力が向上したとか、家庭内暴力が9割減少したとか、あるいは
子どもの教育状況が改善されるなど、目に見えないインパクトが
多く出ました。一番大事なことは、女性全員が尊厳とプライドを
もって前に進むことが出来たことです。（スライド16-22）

スライド 16

スライド 17

スライド 18

スライド 19
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スライド 20

スライド 21

スライド 22

　日本からの助成金は単年度の支援が多いですが、ACTは平均
で３年ぐらい支援をします。１年だけだと、どうしても成果が見
えにくいからです。寄付者に対しても財務的な会計報告、活動報
告もしております。それから、人材育成や法人化をしたいとか、
そういったソフト面の支援も出来るのがACTの特徴です。ただ
助成金を使うと、助成金の期間終了＝活動終了となることが多
いです。依存性を高めてしまう危険性があります。そうではな
く、出口戦略をどう設定するかが私たちの課題ともなっていま
す。もちろんNGOが全てできるわけではなく、ビジネスモデル
の開発、方法論や手段、アプローチがNGOだけでは足りない場
合は、外部の色んな企業や関係者の力もいただき、連携すること
が必要と思います。（スライド23-25）

スライド 23

スライド 24

スライド 25

伊藤／ 鈴木さんのACTの活動の（原資）は助成金ですが、きちっ
と社会的な成果が何で、それを達成するためにはお金のほかに何
をしたらいいかを、助成先と対話していくということですね。も
う１つ、キーワードとして「出口戦略」という言葉を使われまし
た。お金が終わったら事業が終わるのではなく、助成金を元本、
資金の元手として、どう生かすかをきちんと考えるというのがお
話のキーだったと思いました。次に、りそな銀行の松原さんにお
話いただきます。松原さんは、今、ESG投資のグループリーダー
としてお仕事されています。銀行として社会的投資にどのように
取り組んでいるか、今回のテーマにどのようにそれがつながる
か、お話いただきます。
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松原／ りそな銀行の松原と申します。りそな銀行という名前を
聞くと、おそらく商業銀行というイメージだと思いますが、いろ
いろな業務がございます。この度は企業年金や公的年金の資金を
お預かりして運用している立場、つまり投資家の立場からESG投
資を中心にお話しさせていただきます。（スライド1-2）

スライド 1

スライド 2

　ESG投資は環境、社会、企業統治、これを考慮した投資行動
のことをいいます。Ｅ（Environment）は環境で気候変動・森林
破壊・海洋汚染等。SはSocial、つまり社会で、強制労働・児童労
働・貧困・格差等。G（Governance）は企業統治で、取締役構成・
取締役報酬等を考慮する投資を、ESG投資と言います。このESG
の概念は2006年設立のPRI(国連責任投資原則)によってもたらさ
れました。「これからの社会課題解決には民間の力が必要だ」と当
時のアナン事務総長が主導し、国連が支援してこの投資家ネット
ワークが構築されたことが背景にあります。（スライド3-4）

スライド 3

スライド 4

　では、この国連責任投資原則（PRI）に投資家はどれぐらい参
加しているか。2006年の設立当時は、100の運用機関だったも
のが、年々増えて今は2,200を超える運用機関等が参加していま
す。集まった投資家の資金量は約80兆ドル。日本円で8,800兆
円（1ドル＝110円換算）という巨大な資金パワーとなっていま
す。このPRIは年次総会があります。（スライド5-7）

スライド 5

スライド 6
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スライド 7

　昨今のESG課題解決においては、企業の利益追求に加え、社会
にどのようなインパクトがあるのかを考慮する必要が出てきてい
ると考えています。社会の利益と、経済の利益という２つの軸か
ら企業をどう評価するかというのは大きな命題です。長期的には
社会利益と経済利益の両者を満たす（「両義性」と言っています）
ことを目指していきたいと思っています。最後にPRIが我々投資
家に向けたメッセージを紹介します。ネイティブ・アメリカンの
言葉で「私たちは、この地球は先祖から受け継いだのではなく子
どもたちから借り受けているのです。」この言葉は私にとっても
活動の原点になっています。（スライド8-10）

 

スライド 8

スライド 9

スライド 10

伊藤／ 松原さんには銀行の立場でこうした環境や社会に対し
て、ガバナンスに配慮した投資に舵を切っているのか、それがど
の程度大きな活動になっているのかについてお話しいただきまし
た。先程、冒頭で、どのように投資の資金を得たら良いのかとい
う質問がありました。最後から2番目のスライドにひとつの答え
がありました。要するに、投資家がどんな取り組みに対して、お
金を出したいか。ひとつはどの程度の範囲にどの程度の便益の波
及効果があるかどうか。もうひとつ持続性ということで、活動が
継続的に発展していくのか、あるいは、何かそこにイノベーショ
ンがあるのかといったことです。さらに、これが経済的な利益を
生むか否かが条件に上がります。クリアできれば、社会的投資家
が関心を持ってくれるかもしれない、そのような理解でいいで
しょうか。さて3人目は功能さんです。ARUN（アルン）は、10
年活動をしています。アジアでまさにインパクト投資を実施して
います。

能／ ARUNの（功能）聡子と申します。私からは、ARUNの活動
と投資先の事例についてご紹介させていただきます。ARUNと
いうのは、カンボジア語で「夜明け」という意味です。起業家の
新しい社会をつくっていくという希望とエネルギーを表していま
す。私は10年間ほど、カンボジアで国際協力の仕事をしていま
した。その時出会った社会起業家との出会いがきっかけで、この
社会的投資という事業を始めることになりました。社会的投資と
いうのは、これまでの投資が財務的リターン、儲かることを目的
にしていたのに対して、社会課題の解決、すなわち社会的リター
ンと、財務的リターンの両方を求める投資です。ARUNは社会課
題を解決する事業を起こしている起業家と投資家を結び、相互の
コミュニケーションを通して投資家も学んでいくコミュニティの
形成を目指しています。（スライド1-6）

スライド 1
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スライド 2

スライド 3

スライド 4

スライド 5

スライド 6

　ARUNのビジョンは、地球上のどこに生まれてもひとりひと
りの才能を発揮できる社会です。これまでアジアを中心に社会的
投資を行って来ました。具体的には、カンボジアとインドで投資
をしています。その他に、アジア全体を対象に社会的投資のコン
ペティションを行っています。投資対象となる分野は農業、ヘル
スケア、水、教育、ジェンダーなど多岐にわたり、最近ではIT、
IoTを使った様々な事業に投資をしています。特に障害者という
カテゴリーはないですが、障害を持った方が経営している会社に
投資を行ったこともあります。投資をする際には、社会性の基準
と、財務、事業性の基準の、両方を考慮して投資を行っていま
す。とくに重視しているのは、起業家の社会課題解決のためのコ
ミットメントです。社会的投資なので、どのような成果、インパ
クトを事業によって生み出しているかを計って、投資家、起業家
と共に考える。そして、インパクトをさらに大きくしていく方策
を考えるという視点を大切にしています。（スライド7-10）

スライド 7

スライド 8
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スライド 9

スライド 10

　投資先の具体例をご紹介しましょう。まずIoTを使い、酪農の
生産から流通までの様々な課題を解決しようと立ち上げたインド
のビジネスです。インドでは農家が牛を２～３頭飼っていて、村
の集配所（コレクションポイント）にミルクを持っていく。今ま
ではミルクの質を測る方法がなかったため、農家が水を混ぜて量
を増やそうとしたり、逆に農家が良いミルクを持っていっても支
払いを渋られたり、売る側、買う側双方に問題がありました。そ
こでIoT機器を設置してミルクの質と量を測り、その場でデータ
がわかるようにしました。データはクラウドに保存されて、乳業
会社とも共有されます。質に応じて代金を払うことが可能になっ
たおかげで、農家も質のよいミルクを持ってくる動機付けにな
り、透明性も向上し、生産から流通までの過程がうまく回り始
めています。今、インド国内で1万台以上の機器が導入されてお
り、登録農家は100万世帯を超えています。（スライド11-19）

スライド 11

スライド 12

スライド 13

スライド 14

スライド 15
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スライド 16

スライド 17

スライド 18

スライド 19

　次は、教育の機会に恵まれない障害者の兄を見て、障害を持つ
子どもたちに教育の機会を与えたいと願い、AR（拡張現実）の技
術を用いたリハビリテーションのプログラムを開発したパキスタ
ンのエンジニアの起業家の例です。彼らが開発したプログラムを
使うと、障害を持つ子どもたちがゲームを通じて、身体機能の向
上、認知機能の向上を図ることができます。またフィードバック
機能により、各自のレベルに応じた適切なプログラムを提供する
ことが可能になります。（スライド20-28）

スライド 20

スライド 21

スライド 22
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スライド 23

スライド 24

スライド 25

スライド 26

スライド 27

スライド 28

こういう事業になぜ注目が集まっているのか。それは貧困問題の
解決に関係ないと思われていた投資が、実は様々な社会課題の解
決を図りつつ、利益を生む事業につながっていることが分かり始
めたからだと思います。今まで出会うことのなかった人の間の協
働が新たなビジネスの機会を生み出しています。今まで現れてい
なかった隠された可能性を解き放つことが金融の大切な役割だと
考えています。（スライド29-34）

スライド 29
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スライド 30
　

スライド 31

スライド 32

スライド 33

スライド 34

伊藤／ これまで取り組んで来られなかった問題を、新しいビジ
ネスの機会にするためには革新的なイノベーションが必要になり
ます。小さな企業でも大手がやっていない新しいアイデアや技術
があり、それが今まで解決できなかった社会課題を解決するので
あれば、そこに興味を持つ投資家が出てくると思います。酪農の
話も、数万世帯という農家に広がる可能性があるということでし
たら、お金を出す投資家が現れ、そして問題解決につながるとい
うものです。ここで会場からのご質問を受けたいと思います。

会場質問者E／ 弁護士です。伊藤さんが最後におっしゃった、質
とインパクトの測り方、インディケータについてお尋ねしたいと
思います。個人的にもESGには希望をもっていますが、その結果
については数で測るのが多いという印象です。障害者分野だと障
害者雇用で何人雇用したとか。ただ、わかりやすい一方で、ひと
りひとりの異なるニーズを捉え切れてない気がします。インパク
トをみる時、質をどうやってみんなで共有できるのか。海外経験
を踏まえみなさんのアイデア、お考えをご教示いただければと思
います。

松原／ ESG投資に関しては投資先の上場企業と対話をしていま
す。対話において、対話先の企業から「取組み方針とその内容」
に関して情報開示があります。その開示内容について対話が行わ
れるわけですが、我々はインパクトをその企業の対話内容と本気
度から定性的に測ります。考えに至った背景、そして社内全体に
活かすための取組を確認し、質とインパクトを定性的に判断いた
します。

功能／ 質的インパクトといった時、マクロレベルとミクロレベ
ルのものがあると思います。マクロレベルだと、事業自体が政
府とか政策、制度に影響を与える可能性があります。酪農IoTの
事業の例だと、農業にITを組み込むというのは非常に新しいこと
で、IT化の進んだインドでも新しいことです。実現するためには
政府を動かさないといけないので、起業家も困難に直面しまし
た。しかし、彼らのIoTを使った事業を通して、古い仕組みに風
穴をあける役割を果たしています。

　ミクロレベルでは、障害児教育の例ですが、ご指摘の通り、子
どもたちは個別の課題を抱えています。おもしろいと思ったの
は、このプログラムではサービスに質への対応をビルトインして
います。個別の子どもの反応をデータとして蓄積しているので、
子どもの状態にあったプログラムを提供できます。イノベーショ
ンで数をある程度と大きくしながら、質的にも対応できるように
なってきている点に可能性を感じます。
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伊藤／ ソーシャルビジネスという領域においては、質と量は相
互に関係します。例えば、先程の拡張現実のコンテンツも、中身
がおもしろくて、かつゲームを通じて他の人とつながるおもしろ
い機能があればもっと売れるかもしれません。そういう両面のイ
ンパクトがあることがソーシャルビジネスの特徴と感じました。

会場質問者F／ ろう者でラオスから来ました。ACTの方にお聞
きします。HIVを予防するためのろう者への啓発事業を２年前に
ACTに申請ましたが、目的と違ったのか落選しました。ACTの
支援国が７カ国、ラオスも入っていました。どう対応できるのか
教えていただきたいです。

鈴木／ 個別の案件についてはお答えしかねますが、ACTでは日
本で研修を受けた方が母国に帰って実践する事業に対して支援す
るプログラムがあり、こちらに申請されたのだと思います。助成
対象数は年間2件と数が少なく、一度採択されると複数年支援す
るので新規事業を毎年募集できないことがあります。またACT
の中には裨益対象や事業内容を特定した特別基金があります。あ
る案件ではラオス国内各地にあるハンセン病患者のコロニーで患
者とその家族の診療活動を行っており、現在4年目となっており
ますが、それはハンセン病関連を対象にした基金があるため継続
支援ができています。

会場質問者G／ 自立生活センターの代表をやっている者です。そ
もそも私自身は、投資家なる方にお会いしたことがありません。
それはどういうふうに出会ったり、話ができるようになるのか、
少しお教えください。

功能／ 正にその問題に日々、直面しています。最初のころは社
会的投資自体が知られていませんでした。社会的投資は従来の投
資とは違いますが、今までの援助とも違うので新しい道だと言っ
て来ました。投資のことだけを話してもだめで、大事なのは投資
で何をするかです。社会的投資に関心のある方が集まるフォーラ
ムが、アジア全体あるいは地域ごとに開かれていて、そこで投資
家に出会うこともあります。社会的起業を対象としたコンテスト
があって、そこに関心のある投資家が集まってくる場合もありま
す。ただし、日本国内に限っていうと、まだまだ社会的投資家は
少ないし、なかなか出会う機会がありません。それでも投資家は
良い事業の種、良い起業家を探していますので、事業をどんどん
推進すると共に、おもしろい事業をアピールし、仲間を募る、出
会う場を作ることが大切だと思います。

質問者H／ 私の国のブータンでは、NGOは社会的な問題を解決
するために、寄付してくれる人に頼っていてサステイナブルとは
言えません。サステイナブルな仕組みを作るにあたっての課題と
いうのはどんなことだと思われますか。

鈴木／ 非常に大事な質問です。これでみなさん、苦労していま
すね。資金提供する側にとっても一番大事なところです。助成金
には限りがあります。資金がなくても組合や自助グループなどで
メンバーが手弁当で活動を継続できることは多いです。それから
助成金が出ている期間にどれだけベースをつくっていけるかが問
われます。例えば助成を受けている間に、マイクロファイナンス
で貸し借りの経験を積み、お金の活用方法を覚えて、利子を付け
て返すなどの力を付ければ、助成が終了した後に地元の金融機関
からお金を借りビジネスを続けるという仕組み作りができます。

松原／ おっしゃる通り、寄付は長続きしません。必要なのは支
援ではなく「自立」と「自律」を活かす仕組み。具体的には投資と
いう概念と枠組みが必要と考えています。

質問者I／ 私はベトナムから来ました。質問は「色々な社会問題が
あり課題がある中で投資家がどのように優先順位をつけるか、今
後どう投資していきたいのか」です。ベトナムでは特に環境の問
題が一番強調されていると考えます。障害の問題は可視化できて
いません。ですので、他の課題と同様に、障害者問題の重要性を
インベスターにいかにわかってもらうかについてお聞きしたい。

松原／ 実は投資家も悩んでいます。投資家というのは資金提供
者です。そして、その私たちも大事な年金というみなさまの老後
資金をお預かりしています。資金のチェーンを想いのチェーンに
替えて、これからどんな課題解決しようとしているか、そしてそ
れは資金提供者にとっていかなる意味を持つのかについて、対話
を通じて、私たちに伝えてください。ただ、現実にはトレードオ
フが度々生じます。社会課題が持つ切実性、波及性、持続性、範
囲性等の様々な観点で、優先順位をつけざるえないことがありま
す。これからも私たちは様々な関係者から話を聞いて何が重要課
題かを知る努力をしていきたいと考えます。

功能／ 昨年、私たちは社会的投資コンペティションを行いまし
た。15カ国、128社から応募を頂きました。その中で一つの特
徴は、障害分野に関するビジネスアイデアが多かったことです。
先程ご紹介した例もそのひとつです。それは私たちに障害の課題
への新しいアプローチに関して、目を開かせてくれたのです。そ
うすると私たち投資家も、障害分野で新しいものを考えようと
か、探してみようかと考え、さらに学ぶのです。先程、世界中に
10億人障害を持った人がいると伺いました。みなさんが障害は
大きなマーケットになるはずだと声を上げれば、それが社会を動
かし、投資家を動かしていくと思うのです。ぜひ、あきらめず声
を届けていただきたいし、これはおもしろいなと思う事業があれ
ば、それを私たちに伝えて欲しいです。

司会／ これにてセッション５を終了します。
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